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生涯現役で輝ける！

シルバー人材センター
　県内でもトップクラスの平均寿命を誇る野々市市。若者が多いイメージがありますが、男性は82.5歳（県
内1位）、女性は88.5歳（県内２位）であり、元気に長生きする高齢者も多く暮らしています。そんな高齢
者が生き生きと働ける場所を提供する団体「シルバー人材センター」では、一般家庭から企業まで幅広く仕
事の依頼を請け負っています。今月号では、シルバー人材センターを紹介します。

シルバー人材センターとは？

こんな人にオススメ！～実際に働く会員の声～

໺ʑࢢࢢγルόーਓࡐηンλー
৔　　ॴ　白山町8-15
։ؗ࣌ؒ　平日8:30～17:15

生きがいを持ちたい
社会参加したい

長年の就業経験などを
生かして働きたい 追加的な収入を得たい

◦公益的・公共的な公益社団法人で営利を目的としていません。
◦�危険・有害な作業、損害賠償が多額となることが見込まれる
仕事は引き受けておりません。
◦�仕事の相談・提供・紹介・受注・契約から集金・支払まで、
センターが窓口になります。
◦�会員の希望に応じた働き方ができますが、一定の就業日数や
収入を保障するものではありません。

震災で避難してきました。
いろいろな人と出会いがあ
り、知り合いが増え、気も
紛れ元気になりました。

【屋内外清掃】Mさん

できることがある喜び。仕
事が誰かの役に立っている
と思うと励みになります。

【公園清掃】Sさん

お客様への説明のための図
面や講習会の資料作成など
に、現役時代のスキルを活
用しています。また、仕事
をスムーズに行うため、自
分専用の道具作っているの
ですが、細かい手作業が好
きなので、楽しんで作って
います。

【表具】Mさん

市γϧόーਓࡐセンター　☎294－8303

　シルバー人材センター（以下「センター」という）は、仕事を
引退した後も働く意欲のある高齢者に対し、民間事業所や公共団
体、一般家庭などから「月10日程度または週20時間以内の臨時
的・短期的または軽易な業務」を提供する高齢者の自主的な団体
です。
　センターで就業登録をした人を会員と呼び、会員に就業の場を
提供し、その就業を通じて生きがいの充実と福祉の増進を図り、
活力ある地域づくりを目指します。

いろいろな物の値段が上
がって生活は大変ですが、
月に数日働くことで、趣味
やランチなど自分のために
使えるお小遣いができて、
お財布だけでなく心にもゆ
とりができました。

【内職】Oさん
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働き方は３種類！

ϑϦʔϥϯε
ʢडୗۀࣄʣ

࿑ಇऀ
ʢ࿑ಇ೿ۀࣄݣʣ

ࣗΒاը
ʢಠࣗۀࣄʣ

　自身の裁量で仕事を完成させる働き方です。センターと会員、業務を依頼し
た人の間には雇用関係は発生しません。
例：剪

ͤΜ

定
͍ͯ

、施設やイベントの受付、アパートの清掃、内職

　センターから業務を依頼した人の元へ派遣される、指揮命令を受けて実行す
る労働者としての働き方です。この場合、県シルバー人材センター連合会と会
員の間に雇用関係が生じます。
例：施設利用者の送迎、スーパーでの品出し、学校校務士

どんな仕事をしているの？
庭木の剪定・雪吊り

　伸びた枝や葉を切り落とし樹形
を整える「剪定」、雪の重みから
樹木を守る「雪吊

ͭ

り」を行います。

内職

　センターの作業所で、案内や
チラシなどの封入作業を行いま
す。

公共施設の受付管理

　来訪者の対応や施設の予約管
理などを行います。

「初めての作業が不安…」「一人で入会するのは心細い…」、そんなあなたに！

講習会や会員同士の交流行事などが盛りだくさん！
接遇講習 お花見ウォーキング

救急救命講習 ちょっこしマーケット

　施設管理業務に就業し
ている会員がAEDの使い
方を学び、万が一の時に
適切に対処できるように
しています。

　センターの会員で「野
菜班」を結成し、無農薬
のおいしい野菜を作って販
売しています。次回の販売
日は11月12日㈬です。

　桜を見て楽しみながら、
ウォーキングをします。春
の訪れを感じつつ、会員
同士の親睦を深めるチャ
ンス！

　会員自ら業務内容を企画立案し、実施して収入を得る働き方です。
例：�ちょっこしマーケットでの野菜販売、手芸サークルの作品販売、小学生向
けの夏休み学習応援おもしろ教室の開催

　業務を行うに当たって
必要な接遇スキルの講習
を行います。顧客満足度
の向上や信頼関係の構築
を目指します。
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シルバー人材センター
　　会員のお仕事に密着！

まͪでݟか͚るあのਓ΋ɺ࣮͸γルόーਓࡐηンλーձһか΋⽐
　シルバー人材センター会員の２人に密着取材！　会員としてのやりがいや心に残った
エピソード、仕事の流れなどを教えてもらいました。

機械除草　担当

Ҫ
い の く ち

৴さん（77歳）߁　ޱ

▶�ձһになͬてからどの͘らいͪܦま͢かʁ
　18年経ちます。４年前までは送迎の仕事をしていましたが、３
年前から機械除草を始めました。

▶�ೖձΛߟえているਓ΁一ئ͓ݴい͠ま͢ɻ
　自分の仕事ではありませんが、剪

せん

定
てい

の仕事を担当できる人が少
なく、ձһʹͳͬͯႩఆͰ͖Δਓ͕૿͑ͯ͘ΕΔと͏Ε͠いです。
高齢になっても働ける場があることはとても良いことです。ぜひ
生きがいを探しに来てください。

　野々市町役場（当時）に勤めており、シル
バー人材センター事務局長をしていました。
その流れで退職後すぐに会員になり、仕事を
始めました。

▶আ૲のࣄ࢓の�΍Γがい͸Կで͢かʁ
　「きれいにしてくれてありがとう」と依頼者から感謝されること
もうれしいですが、ࣗ਎ͷ݈߁ͷͨΊが一番だと思っています。も
ともと外仕事が好きだったので、この仕事も楽しくやっています。

8:00

9:00

除草

回収

草刈り機で伸びた草を刈ります。複数人でやることが多く、
この日は５人での作業。草刈り機の刃が人に当たらないよ
うにするのはもちろん、小石が飛ばないように気を付けて
作業を行います。

刈った草を袋に入れてまとめます。意外に時間がかかる草
の回収は、除草の約２倍の時間がかかります。この日は、
除草に１時間、回収に２時間かかり、草の袋の数は何と
38袋に。

この日の作業スケジュール

仕事を依頼した事業者の声

野々市市都市整備課（清掃） 株式会社ヤマダホームズ（機械除草）
　野々市北口プラザと野々市駅南口の清掃業務を
依頼しています。会員の皆さんの丁寧かつ熱心な
仕事のおかげで、野々市駅の周辺が毎日綺麗に保
たれており、駅を訪れる人が気持ちよく利用する
ことができています。

　年に２回、除草作業の仕事を依頼しています。価
格もリーズナブルで、いつも丁寧に作業していただ
き感謝しています。今年は特に猛暑で作業も大変
だったと思いますが、皆さんがいきいきと働いてい
る姿を見て、私たちも元気をいただいています。

仕事の依頼についてはこちら▶

▶�日ʑのੜ׆にมԽ͸あΓま͠たかʁ
　毎日の日課だった自宅の庭仕事をする時間が減ってしまいまし
た（笑）。ですが除草の仕事を始めたおかげもあってか、݈߁Ͱݩ
。͢·ͳମΛҡ࣋Ͱ͖ͯいؾ
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野々市駅清掃　担当

੢　ᚸ຤ߐさん（75歳）

▶�今後の໨ඪΛڭえてͩ͘͞いɻ
　子どもが３人いて、年に１回みんなで旅行に行くことが楽しみ
なんです。それをずっと続けるために、体力的にも金銭的にも元
気でいられるよう、この仕事を一日でも長く続けたいです。とに
かくlؾݩzでいること、それだけですね。

▶�ೖձΛߟえているਓ΁一ئ͓ݴい͠ま͢ɻ
　時間を有意義に使えて、かつ給料をもらうこともできます。人
との関わりを持てるし、社会的にも必要とされている感覚があり、
ԿΑΓָ͠いͰ͢ʂ　午前中働いて、午後はお茶したり、そのま
ま旅行に行ったりしたって良いんです。ぜひシルバー人材セン
ターに会員登録して働きましょう！

　前職在職中に毎日野々市駅前を通っていた
西さん。「無人駅で働いたら、みんなに頼り
にされて役に立てるだろう」という思いから
将来野々市駅で働くことを熱望していまし
た。その願いが通じたのか、会員登録してす
ぐに野々市駅清掃の仕事に空きがあり、令和
６年４月から仕事を始めました。

▶�ਗ਼૟のࣄ࢓Λ͢るதでҹ৅తなग़དྷࣄ͸あΓま
͢かʁ

　仕事は駅の清掃ですが、野々市駅は無人駅ですので、駅の案内
をしたり、困っている人をサポートしたりと、清掃以外のことも
しています。์͓ͬͯけͳいੑ෼Ͱ͢ͷͰʢসʣ。
ʲΤϐιーυʳ
　�ある夏の日、いつもどおり駅の清掃をしていました。すると男
子学生が近づいてきて「いつも駅をきれいにしてくれてありが
とうございます！」と言って、飲み物を渡してくれました。本
当にうれしかったですね。͜ͷࣄ࢓Λ࢝Ίͯྑ͔ͬͨと৺ͷఈ
͔Β͡ײ·ͨ͠。

6:30

6:15

8:00

モップがけ

トイレ確認、掃き掃除

拭き掃除

待合室→トイレ→通路→改札周辺の順にモッ
プがけを行います。トイレは掃除してもすぐ
に汚れる場所なので、小まめに見て掃除しま
す。西さんお気に入りのモップがけ場所は「改
札からホームの間のタイル」。

最初に一番汚れの多いトイレを確認し、大き
めのごみなどがあれば回収します。その後、
トイレ→待合室→改札周辺の順に掃き掃除を
行います。

この日の作業スケジュール

あなたも会員登録をして、センターで働きませんか？
①センターへ説明会の予約の電話をする。
　☎294－8303
②説明会後、入会に必要な書類を受け取る。
③�条件を満たし、センターの趣旨に賛同す
る人は会員登録。

詳細はこちら▶

月 日
11月 10日 　 18日  28日 
12月 ̔日  18日 

ྩ࿨̔೥１月 ̔日  15日  28日㈬
２月 ̕日  18日㈬ 27日 
３月 ̕日  18日㈬ 27日 

ʻઆ໌ձ日ఔʼ

࣌ؒ　10:00開始（１時間程度）
৔ॴ　市シルバー人材センター研修室

手すりや椅子、窓ガラスなど手の届くような
場所をぬれた布巾で拭きます。終わったらト
イレットペーパーを補充し、ごみが落ちてい
ないかなど全体的に確認します。
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＜情報提供＞
石川の雪みちナビ（石川県提供）
　冬期道路情報（降積雪量・気温・
道路監視カメラ画像など）を確認
できます。

自助

公助

　自分と家族の安全を守るために、大雪
に備え、いつ・誰が・どのような行動を
取るべきかを時系列で整理した事前防災
行動計画「マイタイムライン」を各家庭
で作成しましょう。

除雪路線を段階的に除雪
＜市の除雪路線＞
・交通量の多い幹線道路
・学校、こども園、保育園、幼稚園周辺の道路
・各町内から幹線道路へつながる主要な道路

【個人向け支援】
高齢者・母子および身体障害者除雪助成事業
　屋根および玄関から生活道路までの除雪にか
かる費用を助成します。事前に申請が必要です。

　介護長寿課　☎ 227－6067

【町内会向け支援】
◦小型除雪機購入費補助事業
　市内の道路（歩道）除雪に協力する町内会を
対象に、除雪機購入費用の一部を補助します。

　次の場所は、自身での除雪をお願いします。
・自宅前の道路
・水道メーターボックス周辺
　※水道管の凍結にも注意してください。
・除雪作業後の雪塊
・空き家の雪下ろし　など
※�除雪作業の妨げになるため、路上駐車はやめましょう。
※�用水などへの雪捨てはやめましょう。下流側で詰まって水
が溢れ、浸水被害の原因になります。

ϚイタイϜϥインͷ
作੒ྫ˝

共助
　次の場所は、市の除雪作業だけでなく、皆さんの協力が必
要です。

「市民除雪デー」のお願い
　雪の状況に応じて、「市民除雪デー」を日曜日や祝日に行
う予定です。実施日は事前に町内会長などへ連絡します。

・要配慮者世帯
・バス停付近

・通学路、横断歩道付近
・ごみ集積所周辺
・消火栓や防火水槽周辺

◦町内会除雪費補助事業
　市道の除雪に協力する町内会を対象に、除雪
費用（直営・業者委託）の一部を補助します。

　土木課　☎ 227－6086
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野々市じょんからの里
　　　　   マラソン大会　10月19日㈰、第43回野々市じょんから

の里マラソン大会が開催され、730人のラ
ンナーが市内を軽快に走り抜けました。

第
43
回

大会結果（１位のみ）

小学生の部／中学生の部

トリムジョギングの部

छ目 ໊ࢯ 市町
第１部　男子29歳以下 田中　理人 金沢市

第２部　男子30～39歳 金谷　謙佑 野々市市

第３部　男子40歳以上 林　　太志 金沢市

第４部　女子共通 高橋　萌佳 白山市

छ目 ໊ࢯ 市町
第５部　男子39歳以下 下山　高嶺 金沢市

第６部　男子40～59歳 山本　勝久 野々市市

第７部　男子60歳以上 宮谷　隆之 金沢市

第８部　女子34歳以下 山田　あおい かほく市

第９部　女子35歳以上 徳田　幸子 金沢市

໊ࢯ 市町
西村　尚貢 白山市

େ会݁Ռ（શମ）͸
市ϗーϜϖーδͰ֬ೝͰ͖·すɻ⾣

一般の部　５km一般の部　10km

छ目 உࢠ ࢠঁ
໊ࢯ ॴଐ ໊ࢯ ॴଐ

小学生の部
1.9km 鈴木　雫

野々市ジュニア
バドミントン
クラブ

藤田　衣織
野々市ジュニア
バドミントン
クラブ

中学生の部
3km 安田　悠人 布水中学校

陸上部 福塚　蘭
布水中学校
女子バスケット
ボール部
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て
多
様
な

人
々
と
の
交
流
を
生
み
出
す
バ

リ
ア
フ
リ
ー
な
場
づ
く
り
を
目

指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

た
ま
に
は
、一
人
時
間
を
ひ
ょ

い
と
抜
け
出
し
て
、
誰
か
と
の

ん
び
り
楽
し
く
「
も
の
づ
く

り
時
間
」
を
共
有
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

ஂମ঺հ ஂମ঺հ

ஂମ঺հ

公演後の１枚。最高の笑顔！

ஂମ঺հ

ؔ
͖ͤ΋Γ͍͠

कੴ࡞Γのϫークγϣップ࡞඼
ώンϝϦ࡞Γの
ϫークγϣップ࡞඼

妊
娠
期
か
ら
未
就
園
の
子
ど

も
を
育
て
る
家
庭
ま
で
を
主
な

対
象
と
し
て
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
向

け
講
座
や
、
第
１
子
が
生
ま
れ

て
す
ぐ
参
加
で
き
る
交
流
会
、

パ
パ
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
、

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
家
庭
と

の
国
際
交
流
な
ど
を
開
催
中
。

地
域
の
助
産
師
や
こ
ど
も
園
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
と
も
連

携
し
、
家
庭
と
地
域
が
あ
た
た

か
く
つ
な
が
る
「
み
ん
な
で
つ

く
る
子
育
て
環
境
づ
く
り
」
を

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

身
近
に
話
を
聴
い
て
く
れ

る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。「
１
万
人
が
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
ら
、
と

て
も
す
て
き
な
ま
ち
に
な

る
。」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
、
傾
聴
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
た
「
市
民
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」
が
少
し
ず
つ
癒
や
し

を
野
々
市
市
に
広
げ
て
い
ま

す
。
無
理
せ
ず
、ほ
わっ
と
、

ゆ
っ
く
り
や
ろ
う
と
、
自
分

た
ち
が
癒
や
し
の
気
持
ち

を
持
て
る
よ
う
心
が
け
な
が

ら
、
話
を
聴
く
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
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೔ɹ࣌　1�月 �日  9�30 開場　10�00 開ԋ
৔ɹॴ　จԽ会館フΥルテ

ઓ時தに生まれてे分なڭ育をうけることができͣ、จࣈのಡみॻき
ができない ᚞子・࠺の西ാ保と、いつも൴のそばにいる最Ѫのࡀ��
（きょうこ）。ශしい家に生まれ、΄とんど学校に通えないまま大人に
なった保は、生きづらい日ʑをաごしてきた。やがて᚞子とӡ໋的な
ग़会いをՌたし結ࠗするが、そのͤ޾を手์したくないばかりに、ಡ
みॻきできないことを൴ঁにଧち明けられͣにいた。൒年後、ついに
事実が࿐見しผれを֮ޛする保だったが、᚞子は൴の手をとり「今日
からࢲがあなたの手になる」とࠂげる。どんな時もدりఴいࢧえてく
れた᚞子にँײの手ࢴをॻきたいとࢥった保は、定年ୀ職を機に໷間
த学に通いはじめる。 ��0��「3�年໨のラϒレター」੡作委員会

☎��ಇ課ڠຽࢢ　 227－60�0

ਓൃܒݖөը会ʰ��年໨のϥϒϨλーʱ
Πϕϯτ

͋Β͢͡

　ೋ࣍ݩίʔυ　 　໺ʑࢢࢢ 4%(Tਪਐٞڠձࣄ຿ہ（ࣜגձࣾ-0%6）
☎ 070－����－6�0�　 OPOPJDIJTEHT!HNBJM�DPN

ののいちϓϩギング
⾣みはこちらࠐや申しࡉৄ

　プϩΪングはごみरいとδϣΪングを૊み合わͤた৽しいフィット
ωスです。
　૸ることがۤ手な人も大ܴ׻ʂ　΢ΥーΩングίースもあります。
๺֗ࠃ道周辺のັ力をײじながら、まちをඒしく、݈ にも一歩前進ʂ߁

Πϕϯτ

೔࣌　11月 8日​ 9�30 ʙ 1��00　※ӍఱԆ期
৔ॴ　に͗わいのཬののいち��カミーϊ
ఆһ　30人（ઌண順）

　�2݄ ��೔​·Ͱʹڷ土ࢿྉؗ/P/P　☎ 2�6－2672

ͦ͹ͱམޠをָしΉ会
⾣はこちらࡉৄ

　ຖ回޷ධの、௡഼町をத৺に活動する「おきらくごの会」が今年 3度໨のొ場です。
今回もڷ౔ࢿྉ館/P/Pಛ੡の「そばޚહ」と一ॹにָしんでください。

Πϕϯτ

೔ɹɹ࣌　1�月 �0日​　৯事 13�00 ʙ 1��00
　　　　　　　　　　　　���落ޠ 1��00 ʙ 1���0
৔ɹɹॴ　ڷ౔ࢿྉ館/P/P
ఆɹɹһ　30人
�00
�　�Ճ�අࢀ ԁ
৯ࣄ಺༰ɹ手ଧちそば、΄かقઅの૜ࡊ
　　　　　※७ถञ「ᘈ

しょうじょう

ʑ」もあります。（ผྉۚ）

※イメーδࣸ真
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☎��ಇ課ڠຽࢢ　 227－602�

ঁੑʹର͢Δ๫ྗをなͦ͘͏
お஌Βͤ

　内ֳ෎のஉঁڞಉ参画ਪ進ຊ部は、ຖ年 11 月
1�日から��日（ঁੑに対する๫力ఫഇࡍࠃデー）
までの �ि間を「ঁੑに対する๫力をなくすӡ動」
の実施期間と定め、取り૊みを一૚ڧԽしています。
でも、11ݝ　 月に「パープルϦボンΩϟンペーン」
を実施し、市町や各छஂ体と協力し、一੪にൃܒ活
動を実施しています。

ύʔプϧϦϘϯʢࢵ৭ͷϦϘϯʣͱ͸ʁ
%7をはじめとするঁੑに対する
๫力をなくそうというࡍࠃ的なγ
ンボルで、身にணけたり০ったり
することで、ঁੑに対する๫力根
ઈの意ࢥをࣔします。

ύʔϓϧϦϘϯΩϟϯϖʔϯ 202�

औΓ૊ΈҰཡ

ிࣷγϯϘϧౝϥイトΞップࢢ˕
　パープルϦボンにちなんだࢵ৭にライトΞップ
します。
೔࣌　11月 1日​ʙ �日  19�00 ʙ ���00
˕ύʔプϧϦϘϯπϦʔͷઃஔ
　カードにメッηーδをॻいてπϦーに০りまͤ
んかʁ
೔ఔ　ᶃ 11月�� � 日 ʙ �8日 
　　　ᶄ 11月 ��日​ʙ �8日 
৔ॴ　ᶃ市໾所ᶄに͗わいのཬののいち��カミーϊ

˕ਤॻಛઃίʔφʔͷઃஔ
　ঁੑに対する๫力の໰題に関するຊを集めたಛઃ
ίーφーをઃஔします。
೔ఔ　11月 1日​ʙ 30日 
৔ॴ　学びのైののいち��カレード
˕ύωϧలͷ։࠵
　市உঁڞಉ参画ਪ進員の活動を紹介します。
೔ఔ　ᶃ 11月�� � 日 ʙ �0日 
　　　ᶄ 11月 ��日​ʙ �8日 
৔ॴ　ᶃ市໾所ᶄに͗わいのཬののいち��カミーϊ

�� ݄ �7೔ ·Ͱʹೋ࣍ݩίʔυ·ͨ͸݈߁ਪਐ課��☎ 2�8－����

͜͜Ζの݈ࣨڭ߁

೔࣌　11月 ��日​ 1��00 ʙ 1��30
৔ॴ　保݈ηンター
「えるʙߟ自分を大੾に૝う気࣋ちʙ日ຊのૉ੖らしさから」　࿩ߨ
（多լクϦχックӃ長）ࢯ多լઍ೭　ࢣߨ
ର৅　市内ࡏ・ۈࡏ・ॅࡏ学の人
ఆһ　30人（ઌண順）

申しࠐみフΥーム⾣

ࣨڭ・࠲ߨ

　Ҏ下の日ఔでこころの݈ڭ߁室を開催します。誰でも気ܰに参加してください。

　あなたが配ۮ者やパートφーからडけているさま͟
まな๫力について、ઐ໳の૬談員が一ॹにߟえます。

☑  ઐ໳の૬談員が対応
☑  3�� 日૬談対応
☑  �� 時間ి話対応
☑  10 かޠࠃ対応（νϟット）
☑  உੑの૬談にも対応

˔ ��࣌ؒରԠి࿩૬ஊ

ɹὸ 01�0ʵ�
つ な ぐ
�9ʵ8

は や く
89

˔νϟット૬ஊɾプϥε૬ஊശ
　νϟット૬談 1��00 ʙ ���00
　プラス૬談ശ ��時間डけ付け
　ホームペーδからΞクηス⾣
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　͜Ͳ΋Ոఉηϯλʔ��☎ 2�8－�60�

଴を๷͝͏ٮど΋のࢠ
お஌Βͤ

　11月は「ळのこどもまんなか月間ʙΦレンδϦボン・ࣇಐٮ待防ࢭਪ進Ωϟンペーンʙ」です。
　近年、子どもへのٮ待がਂࠁになっています。ٮ待は子どもの人ݖをஶしく৵害し、৺身の݈やかな成長
やൃୡを妨げます。ࣇಐٮ待防ࢭに஍Ҭ全体で取り૊Ήことで、ൃ生の予防やૣ期ൃ見につながります。

知らせよう　あなたが　あの子の声になる

ʲࣇಐٮ଴ͱ͸ʳ
˔਎ମతٮ଴
　ԥる、ऽる、ୟく、౤げ落とす、ܹしく༳さͿる、やけどをෛわͤる、Ṇれさͤるなど。
˔৺ཧతٮ଴
し、ແ視、きょうだい間でのࠩผ的ѻい、子どもの໨の前で家族に対して๫力をৼるう（%7）ڴ༿によるݴ　
など。
˔ੑతٮ଴
　子どもへのੑ的行ҝ、ੑ的行ҝを見ͤる、ϙルϊグラフィの被ࣸ体にするなど。
˔ωάレΫト
　家にดじࠐめる、৯事を༩えない、ͻどくෆܿにする、自動車のதに์ஔする、ॏいප気になってもපӃ
へ連れて行かないなど。

　県ΦϨϯδϦϘϯΩϟϯϖʔϯ࣮ߦҕһձ（県গࢠԽର؂ࣨࡦ಺）��☎ 22�－��2�

ΈΜなͰ͓しΌ΂Γ
ஊ会࠲ˍ࠲ߨҭてࢠ

೔ɹ࣌　11月 ��日​ 10�00 ʙ 1��00
৔ɹॴ　に͗わいのཬののいち��カミーϊ
಺ɹ༰　子育て࠲ߨ「子どもがٻめている関わり」、࠲談会
ରɹ৅　ೕ幼ࣇからߴ校生までの保ޢ者（託ࣇあり）
ఆɹһ　30人（ઌண順）
ͦͷଞ 託ࣇをر๬する場合は、11 月 8 日​までに申しࠐみ

フΥーム内で予約してください。

申しࠐみフΥーム⾣

ࣨڭ・࠲ߨ

　11月のΦレンδϦボン・ࣇಐٮ待防ࢭਪ進Ωϟンペーンに合わͤ、「みんなでおしΌべり子育て࠲ˍ࠲ߨ
談会」を行います。子育て࠲ߨをडߨして、今あなたがࢥっているָしいこと、うれしいこと、ෆ安なこと、
൵しいこと、೰んでいることを話してみまͤんか。

ʲΦレϯδϦϘϯͱ͸ʳ
　「子どもٮ待のないࣾ会の実現」を໨ࢦす市民ӡ動のγンボルマークです。

あなたの一ຊのి話でٹわれる子どもがいます。
。ったらすぐにి話してくださいࢥ待かもとٮಐࣇ
最دりのࣇಐ૬談所につながります。
※一部の*1ి話からはつながりまͤん。通話ྉはແྉです。
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　11月 9日 ʙ 1�日​までの �日間、全ࠃ一੪にळق火災予防ӡ動が実施されます。火災がൃ生しやす
い時قをܴえますので、火の取りѻいにはे分注意し、大੾な໋や࢈ࡒを火災から守りましょう。

നࢁ໺ʑ޿ࢢҬࣄ຿૊߹��☎ 276－��82

ळقՐࡂ༧๷ӡಈ
ʮ͙ٸ೔΋　଍ࢭΊՐをࢭΊ　४උΑしʯ

お஌Βͤ

☎��課׆ຽੜࢢ　 227－60�2

11݄͸ʮΤίυϥΠϒਪਐ݄ؒʯ
お஌Βͤ

　11月は車での外ग़が૿える行ָγーζンです。ӡసのࡍにはΤίドライϒを৺がけてみまͤんか。
　Τίドライϒとは、೩ྉ消費量や$0�ഉग़量をݮらし、஍ٿ温ஆԽ防ࢭにつなげるlӡసٕज़zや l৺がけz
です。ಛผな஌ࣝやٕज़は必要ありまͤん。今日から࢝められる「Τίドライϒ10のすすめ」を紹介します。

Τίυϥイϒ 10ͷ͢͢Ί（ग़యɿڥ؀লデί活ホームペーδ）
1� 自分の೩費を೺Ѳしよう ���� ムμなΞイドϦングはやめよう

�� ふんわりΞクηル「̴スタート」
※最初の５ඵで、時଎ �0ᶳが໨安 ���� ौ଺を避け、༨༟をもってग़ൃしよう

3� 車間ڑ཭にΏとりをもって、加଎・ݮ଎のগない
ӡస ��8� タイϠの空気ѹから࢝める఺ݕ・整備

�� ଎時はૣめにΞクηルを཭そうݮ ��9� ෆ要なՙ෺はおろそう

�� ΤΞίンの使用はద੾に 10� ૸行の妨げとなる駐車はやめよう

ॅ୐๷Րɹ͍ͷͪΛकΔ10ͷϙイϯト

̐ͭͷश׳
1� ৸たばこはઈ対にしない、さͤない。
�� ストーϒの周りに೩えやすいものをஔかない。
3� こんろを使うときは火のそばを཭れない。
�� ίンηントは΄こりをਗ਼掃し、ෆ必要なプラグはൈく。

̒ͭͷରࡦ

1� 火災のൃ生を防ぐために、ストーϒやこんろなどは安全૷ஔの付いた機ثを使
用する。

�� 火災のૣ期ൃ見のために、ॅ宅用火災ܯ報ثを定期的に఺ݕし、10年を໨安に
交換する。

3� 火災の֦大を防ぐために、部屋を整理整಴し、৸۩、ҥྨおよびカʵテンは、
防Ԍ඼を使用する。

�� 火災を小さいうちに消すために、消火ثなどをઃஔし、使い方を確認しておく。
�� 。路と避難方๏をৗに確保し、備えておくܦ者や身体のෆ自༝な人は、避難ྸߴ
�� 防火防災܇࿅への参加、ށผ訪໰などにより、஍Ҭぐるみの防火対策を行う。
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　อݥ೥ۚ課��☎ 227－6072

11݄͸ʮͶΜきΜ݄ؒʯͰ͢
お஌Βͤ

　日ຊ年ۚ機ߏとް生࿑ಇলは 11月を l ねんきん月間 z とҐஔ付け、ެ的年੍ۚ度を身近にײじ、理ղを
ਂめる取り૊みを行っています。
　市でも、「ねんきんωット体ݧ会」などのイϕントに加え、市໾所内のモχターで年ۚについての動画を
１カ月ݶ定で์өします。この機会に、年ۚについてߟえてみまͤんかʁ

　��݄��೔ ·ͰʹϘϥϯςΟΞΨΠυのの͍ちཬ·ち۞ָ෦ࣄ຿ہ（ޫ؍ࢢ෺ڠ࢈ձ಺）
☎ 2�8－7��2 OPOPJDIJ�TBUPNBDIJ!HNBJM�DPN

ののいちཬ·ちΨΠυཆ੒࠲ߨ

৔ɹॴ　に͗わいのཬののいち��カミーϊ
ରɹ৅　໺ʑ市市にڵຯのある Ҏ上の人ࡀ18
ఆɹһ　1�人（ઌண順）
डߨྉ　1
000 ԁ（学生はແྉ）
ͦͷଞ　申しࠐみは、申ࠐॻを事຿ہへఏग़またはホームペーδから。ి 話、メールでの申しࠐみもՄೳです。
　　　　※申ࠐॻはののいちཬまち㖣ָ部ホームペーδからμ΢ンϩードもできます。

ののいちཬまち۞ָ部　
ホームペーδ⾣

ࣨڭ・࠲ߨ

　໺ʑ市を஌り、໺ʑ市のັ力を఻えるボランティΞガイドをཆ成する࠲ߨです。࠲ߨ�Ҏ上डߨすること
で、ཬまちガイドへの入会৚݅をຬたし、ガイドのཛとして活動することができます。

೔࣌ ςʔϚɾ಺༰ ࢣߨ
11 月 �0日 
19�30 ʙ �1�00

＜開ࣜߨ・डߨガイμンス＞
ボランティΞガイドの໾ׂ

ຟ୩ହ༟ࢯ
（ののいちཬまち۞ָ部୅ද幹事）

11月 30日 
9�30 ʙ 11�30

バスに৐って市内の࢙੻を८る
（ののいちおๅπΞー） ののいちཬまち۞ָ部員

1�月 1�日 
19�30 ʙ �1�00

໺ʑ市のྺ࢙୳訪
ʙߴඌ৓のઓい・ޚೣދॻ・布市ਆࣾൿ話ʙ

Ӝউࢯٱ、Ԭాູࢯ、進宅ژ子ࢯ
（ののいちཬまち۞ָ部員）

令和̔年 1月 1�日 
19�30 ʙ �1�00 ত和の໺ʑ市町合ซൿ話 ּ間ࢯޛ

（市தԝެ民館長）
�月 �日​
13�30 ʙ 1��00 道について֗ࠃ時୅のཱྀと๺ށߐ ໦ӽོࢯࡾ

（ۚ୔޻業大学٬員ڭत）
�月 18日 
19�30 ʙ �1�00 水ໟ生家の町家と庭園について 水ໟ生貴೭ࢯ

（学びのైののいち��カレード職員）
※ 3月த०にも࠲ߨを予定しています。日時と内༰はडߨ生へ連絡します。

ਤॻలࣔʮΘͨ͠ͱ೥ۚʯ
年よりॻ੶数を૿やして、ਤॻలࣔ「わたしࡢ　
と年ۚ」を行います。年ۚडڅなどの最৽൛パン
フレットもແྉ配布します。
೔࣌　11月 1日​ʙ 30日 
৔ॴ　学びのైののいち��カレード

ͶΜきΜωットମݧձ
　マイφϙータルとねんきんωットを連ܞするこ
とで、日ຊ年ۚ機ߏから届く各छ通஌ॻをి子デー
タでडけ取ることができ、各छ手ଓきもΦンライ
ンで行えることを஌っていますかʁ　དྷ場者プレ
θントもありますので、まだొ࿥していない人は
ͥͻདྷ場してください。
೔ɹ࣌　11月 �0日  10�00 ʙ 1��00
　　　　　　　　　　��13�00 ʙ 1��30
৔ɹॴ　イΦンスタイルܦޚ௩
࣋ͪ෺　マイφンバーカード、スマートフΥン
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ᶃɺᶄʹؔ͢Δ͜ͱ　দ೚੫຿ॺ　　　 ��☎ 276－26�8
ᶅɺᶆʹؔ͢Δ͜ͱ　（ެࣾ）দ೚๏ਓձ��☎ 27�－���7

੫を͑ߟΔिؒ
ʙ͜れかΒの社会ʹ޲かͬてʙ

お஌Βͤ

　11月 11日 ʙ 1�日㈪は「੫をߟえるि間」です。੫の意ٛや໾ׂについてߟえ、੫に対する理ղをよ
り一૚ਂめてみまͤんか。

ᶃ੫ʹؔ͢Δ࡞඼ͷలࣔ
　市内の小学生、த学生、ߴ校生からఏग़された੫に
関する作඼の༏ल作඼をలࣔします。
೔ɹ࣌　11月 11日 ʙ 1�日㈪ 9�00 ʙ ���00
৔ɹॴ　イΦンদ೚ళ（നࢁ市）

ᶄ๺཮੫ཧ࢜ձদ೚ࢧ෦ʹΑΔແྉ੫຿૬ஊ

೔ɹ࣌　11月 1�日​ 10�00 ʙ 1��00
৔ɹॴ　イΦンদ೚ళ（നࢁ市）

ᶅެ։ߨԋձ

೔ɹ࣌　11月 18日  1��00 ʙ
৔ɹॴ　দ೚จԽ会館ϐーϊ（നࢁ市）
ఆɹһ　�00人
ʲୈ̍෦ʳ1��00 ʙ
ςʔϚ　「事業者のデδタルԽと੫຿行政における%9」
（দ೚੫຿ॺ長）ࢯଇ޾ౢ࡫　ࢣɹߨ
ʲୈ �෦ʳ1��30 ʙ
ςʔϚ　「どうなる日ຊʙ政ہと今後のࡁܦ動޲ʙ」
（政࣏δϟーφϦスト）ࢯ㟒࢙࿠ా　ࢣɹߨ

ᶆদ೚๏ਓձঁੑ෦ձɹે੫ߨˍࣨڭԋձ

೔ɹ࣌　11月 ��日  13�30 ʙ 1��30
৔ɹॴ　দ೚ίミϡχティηンター（നࢁ市）
ఆɹһ　�0人
ʲે੫ࣨڭʳ13�30 ʙ 1���0
ςʔϚ　「੫ۚのน、෭業への対応�FUD�」
（部੫理࢜ࢧ๺཮੫理࢜会দ೚）ࢯ୩՚ᬺ　ࢣɹߨ
ʲެ։ߨԋձʳ1��30 ʙ 1��30
ςʔϚ　「ࣾ員とڞに時୅を生きる」
（ീ഼グループ୅ද取క໾）ࢯ子ܓ保ٱ　ࢣɹߨ

11月 1�日 までに石઒੫຿連絡協ٞ
会・（ެࣾ）দ೚๏人会にి話または
ӈه申しࠐみフΥーム

11 月 �1 日 までに（ެࣾ）দ೚
๏人会ঁੑ部会にి話またはӈه
申しࠐみフΥーム

⾣੫ிの取り૊み紹介ࠃ

দ೚੫຿ॺ��☎ 276－2�6�

ॴ得੫の߇ૅجআのݟ௚し౳ʹؔ͢Δઆ໌会
お஌Βͤ

　令和 �年分年຤ௐ整時の所ಘ੫߇ૅج除の見直しなどについて説明します。

೔࣌　ᶃ 11月 13日  10�00 ʙ 11�30、13�30 ʙ 1��00
ɹɹɹᶄ 11月 ��日  10�00 ʙ 11�30、13�30 ʙ 1��00
　　　ᶅ 11月 �8日  10�00 ʙ 11�30、13�30 ʙ 1��00
৔ॴ　ᶃদ೚ίミϡχティηンター（നࢁ市）、ᶄᶅদ೚੫຿ॺ（നࢁ市）
׭ᶃᶄᶅদ೚੫຿ॺ担当　ࢣߨ
ఆһ　各 30ʙ �0人
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�� ݄ 2�೔ ·Ͱʹ૯຿課��☎ 227－60��

生҆׆શ৹ٞ会ҕһをืूし·͢
ืू

　市民生活の安全の確保に関するجຊ的施策 �項໨について৹ٞ
する委員をื集します。
Ԡืࡀ�0　֨ࢿҎ上の市民
ืूਓ਺　ए໊ׯ
ҕ৤ؒظ　�年間（令和 �年 11月 �9日ʙ令和 9年 11月 �8日）
Ԡืํ๏ 所定の応ื申ࠐॻに「໺ʑ市市の生活安全についての

意見」（�00ʙ 1
�00 จࣈ）をఴえてఏग़してください。

ࡦࢪຊతج
1� 交通安全の確保
�� ๫૸族の๾໓
3� 防൜体੍の確ཱ
�� ੨গ年の݈全育成
�� の保࣋ڥな生活؀޷ྑ

介護長寿課��☎ 227－6066

ো߇ऀ֐আର৅ऀのೝఆ
お஌Βͤ

　11月 �日 からো害者߇除対象者認定の申請をडけ付けます。
　次の要݅に֘当する人は、後日交付される認定ॻを確定申ࠂやॅ民੫申ࠂのࡍにఴ付すると、ো害者߇除
として所ಘ੫やॅ民੫の߇除をडけることができます。ຊ人がඇ課੫であっても、ຊ人をැཆする਌族が課
੫であれば਌族が߇除をडけることができます。
ཁ݅　ࡀ��Ҏ上で要介ޢ（要ࢧԉ）認定をडけていて、市が定める৚݅をຬたしていること
ਃ੥ʹඞཁͳ΋ͷ　ᶃ申請ॻᶄ申請者の身分ূ明ॻ（ӡస໔ূڐなど）

☎��課׆ຽੜࢢ 227－60�2

͝Έग़しのϧーϧをकΓ·しΐ͏
お஌Βͤ

　ルールを守らͣにごみをग़すと、収集できͣにごみの飛ࢄやѱषなどがൃ生し、஍Ҭの皆さんの໎࿭にな
ります。շదなॅڥ؀のҡ࣋のため、ごみग़しのルールは必ͣ守りましょう。
　Ҿっӽしなどで大量のごみがग़るࡍには、計画的なごみग़しをお願いします。

市ホームペーδ　
⾣（఺回収協力ళڌのݯࢿ）

˕ஈϘʔϧͳͲͷࣺͯํ
　ஈボールなどのྨࢴݹを一ൠごみにग़していまͤんかʁ　ࢴݹはきちんと分
ผすることで貴ॏなݯࢿとなり、΄΅ 100ˋϦαイクルできます。子ども会
などが行う஍Ҭの集ஂ回収や市໾所౦側のΤίステーγϣンをར用してくださ
い。Τίステーγϣンにग़す場合は、できるだけࢴͻもでまとめてください。
　また、近ྡの঎業ళでも回収を行っているところがあります。ৄࡉは市ホー
ムペーδを確認してください。

☎��ҭ૯຿課ڭ 227－6�62　 227－62�8 LZPVJLV@TPVNV!DJUZ�OPOPJDIJ�MH�KQ

໺ʑ市市い͡Ί๷ࢭ৚ྫʢҊʣの
ύϒリοΫίϝントをืूし·͢

　いじめ防ࢭなどのための対策を૯合的かつޮՌ的にਪ進するため、৚ྫを੍定します。その内༰について
パϒϦックίメントをื集しています。さま͟まな視఺からの意見やఏݴをお願いします。
11月　ؒظूื 10日㈪まで
ެදํ๏　市ホームペーδ、ڭ育૯຿課窓ޱでެ開
ఏग़ํ๏　༣ૹ、ి子メール、フΝクス、จॻの࣋参　※ి話やޱ಄での意見はडけ付けできまͤん。

ืू
市ホームペーδ⾣
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地
区
の
催
し

本
町
地
区

◎
食
肉
セ
ミ
ナ
ー
②
～
ま
だ
出
会
っ
た

こ
と
の
な
い
お
料
理
と
お
寺
巡
り
～

青
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
サ

モ
サ
風
肉
巻
き
、
牛
肉
の
ト
マ
ト
シ

チ
ュ
ー
を
作
っ
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
「
ま
い
ど
さ
ん
」
の
案
内
で
寺

町
寺
院
群
を
散
策
し
ま
す
。

日
時
11
月
�8
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
帰
着
予
定

集
合
場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち

カ
ミ
ー
ノ

講
師
谷
敬
子
氏
（
青
木
ク
ッ
キ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
講
師
）

対
象
本
町
地
区
住
民

定
員
18
人
（
先
着
順
）

参
加
費
千
円
（
申
込
時
徴
収
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

11
月
11
日
㈫
か
ら
野
々
市
公
民

館

☎
２
４
８・０
５
２
１

富
奥
地
区

◎
秋
探
し
「
音
楽
と
歴
史
に
触
れ
る
」

富
奥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
♪

日
時
11
月
��
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容
〈
音
楽
〉「FnTFN

CMF�nBUVSF

」

に
よ
る
混
声
コ
ー
ラ
ス

　
　
　
〈
歴
史
〉の
の
い
ち
里
ま
ち
倶
楽

部
に
よ
る「
野
々
市
の
み
ぢ
か

な
お
宝
」、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
付
き

対
象
富
奥
地
区
住
民

定
員
�0
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
１
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

11
月
７
日
㈮
か
ら
富
奥
公
民
館

◎
冬
の
富
公
祭
～
人
と
ふ
れ
あ
い
、
文

学
と
ふ
れ
あ
う
～
「
富
奥
文
芸
講
座
」

日
時
1�
月
６
日
㈯
午
後
１
時
受
け
付

け
開
始
、
２
時
開
演
、
３
時
終

了
予
定

場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容
泉
鏡
花
作
「
高こ

う

野や

聖ひ
じ
り」
の
朗
読

（
煎
茶
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
お
茶

と
和
菓
子
付
き
）

出
演
髙
輪
眞
知
子
氏
（
朗
読
小
屋
浅

野
川
倶
楽
部
主
宰
）

対
象
富
奥
地
区
住
民

定
員
�0
人
程
度
（
先
着
順
）

11
月
1�
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
富
奥

公
民
館

◎
お
と
な
OP
ま
な
び
⑥
体
に
優
し
い
酒

粕
の
和
ス
イ
ー
ツ

日
本
酒
「
猩

し
ょ
う
じ
ょ
う々」
の
酒
か
す
と
野
々

市
産
の
椿
オ
イ
ル
と
米
粉
を
使
っ
た
和

風
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
作
り
、
持
ち
帰

り
ま
す
。
試
食
も
あ
り
ま
す
。

日
時
1�
月
13
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

講
師
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体

ｅ
‐
や
ん

対
象
富
奥
地
区
住
民

定
員
1�
人
（
先
着
順
）

材
料
費
千
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
あ
れ
ば
泡
立

て
器

11
月
1�
日
㈮
か
ら
富
奥
公
民
館

☎
２
４
８・０
８
２
９

郷
地
区

◎
各
種
講
座
＆
Ｇ
Ｏ
！
郷
カ
フ
ェ

日
時
①
11
月
�1
日
㈮
、②
1�
月
３
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
郷
公
民
館

内
容
①
「
命
綱
は
筋
力
」
高
齢
者
の

筋
力
を
向
上
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

②
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
出
張
出
前
講

座
」
年
齢
、
性
別
、
身
体
の
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
超
え

て
楽
し
め
る
電
子
機
器
を
使
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
体
験

対
象
郷
地
区
住
民

郷
公
民
館☎

２
４
８・０
２
５
０

押
野
地
区

◎
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
会

日
時
11
月
30
日
㈰
午
前
９
時
�0
分
～

午
後
２
時

場
所
押
野
公
民
館

内
容
餅
つ
き
実
演
（
ち
び
っ
こ
体
験

あ
り
）、
冬
野
菜
即
売
会
、
公

民
館
サ
ー
ク
ル
・
放
課
後
子
ど

も
教
室
・
公
民
館
事
業
な
ど
の

作
品
展
示
、「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
グ
ラ
ス
ア
ー

ト
作
り
」な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
体
験

（
要
実
費
）

※
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
・
奥
能
登

豪
雨
災
害
義
援
金
の
募
金
へ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
募
金
し
た
人
に
つ

き
た
て
餅
を
配
布
し
ま
す
。

対
象
押
野
地
区
住
民

押
野
公
民
館

◎
親
子
ド
ロ
ー
ン
体
験

日
時
11
月
30
日
㈰
①
正
午
～
②
午
後

１
時
～
（
各
�0
分
）

場
所
押
野
公
民
館

対
象
押
野
地
区
住
民

定
員
10
組
（
先
着
順
）

参
加
費
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

11
月
1�
日
㈬
か
ら
押
野
公
民
館

◎
押
絵
で
作
る
干
支
飾
り

日
時
1�
月
６
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所
押
野
公
民
館

内
容
色
紙
を
台
紙
に
し
て
来
年
の
干

支
「
午う

ま

」
を
作
り
ま
す
。

講
師
塩
田
智
咲
氏

対
象
押
野
地
区
住
民

定
員
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費
８
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物
は
さ
み
、
布
用
は
さ
み

11
月
６
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
押

野
公
民
館

☎
２
４
８・２
８
３
９

広報野々市　2025．11月号　16



イ
ベ
ン
ト

女
性
セ
ン
タ
ー

◎
ボ
ー
ド
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

日
時
11
月
��
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所
女
性
セ
ン
タ
ー

内
容
ボ
ー
ド
を
土
台
に
し
て
ツ
リ
ー

を
作
り
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で

飾
り
ま
す
。

講
師
大
石
明
子
氏

対
象
市
民

定
員
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費
２
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物
花
ば
さ
み
（
な
け
れ
ば
工
作

用
は
さ
み
）

11
月
７
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
女

性
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
６・０
８
１
０

野
々
市
市
民
音
楽
祭
２
０
２
５

野
々
市
に
新
た
な
感
動
の
ひ
と
と
き

が
始
ま
る
。
新
し
い
音
楽
月
間
の
誕

生
！

市
内
の
音
楽
団
体
、
音
楽
家
、

中
学
校
な
ど
の
音
楽
系
部
活
動
が
一
堂

に
会
し
た
、
市
民
手
作
り
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
今
始
ま
り
ま
す
！

日
時
11
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

市
音
楽
文
化
協
会

☎
０
７
０・５
６
３
５・０
９
０
２

（
非
通
知
不
可
）

POCVOLZP�OPOP1!
HN
BJM�DPN

環
境
に
関
す
る
作
品
展

夏
休
み
に
市
内
小
中
学
生
が
取
り
組

ん
だ
「
調
べ
る
学
習
」
の
中
で
、
公
民

館
連
合
会
表
彰
を
受
賞
し
た
環
境
に
関

す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
1�
月
２
日
㈫
～
1�
日
㈰

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ
、
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
郷
公
民
館
、

押
野
公
民
館
、
女
性
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館☎

２
４
８・０
５
２
１

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

◎
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
～
ク
リ
ス

マ
ス
に
素
敵
な
音
楽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

日
時
1�
月
1�
日
㈰
午
後
２
時
開
演

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

演
奏
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
室

内
管
弦
楽
団

対
象
市
民

定
員
１
０
０
人
（
先
着
順
）

そ
の
他
申
込
時
に
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。

11
月
��
日
㈫
午
前
９
時
か
ら

野
々
市
公
民
館
☎
２
４
８・０
５
２
１

わ
く
わ
く
科
学
実
験

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
て
、遊
ん
で
、ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
を
し
て
仲
良
く
な
ろ
う
♪

日
時
①
1�
月
７
日
㈰
②
１
月
４
日
㈰

③
２
月
１
日
㈰
④
３
月
１
日
㈰

⑤
３
月
��
日
㈭
午
後
０
時
30
分

～
３
時
30
分

場
所
野
々
市
市
三
日
市
一
丁
目

内
容
①
ペ
ー
パ
ー
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
②
ス
ケ
ル
ト
ン
リ
ー
フ

作
り
③
人
工
イ
ク
ラ
を
作
ろ
う

④
宝
石
せ
っ
け
ん
を
作
ろ
う
⑤

マ
ー
ブ
リ
ン
グ
の
カ
ー
ド
作
り

対
象
市
内
在
住
の
幼
児
～
中
学
生

定
員
各
回
30
人

参
加
費
１
回
５
０
０
円
（
ラ
ン
チ
と

お
土
産
付
き
）

野
々
市
こ
ど
も
食
堂
み
か
づ
き

OPOPJDIJLPEPN
P�3!

ZBIPP�
DP�KQ

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
▼

講
座
・
教
室

や
さ
し
い
日
本
語
講
座

◎
や
さ
し
い
日
本
語
講
座
～
身
近
に
住

む
外
国
人
と
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
に
は
～

県
内
の
外
国
人
住
民
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
で
、
誰
の
た
め
に
、
何
の
た

め
に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
が
必
要
な

の
か
、
そ
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

日
時
11
月
��
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

講
師
村
上
好
江
氏
、
鹿
野
み
ど
り
氏

（
県
日
本
語
講
師
会
）

対
象
市
民

定
員
�0
人
（
先
着
順
）

11
月
６
日
㈭
か
ら
野
々
市
公
民

館

☎
２
４
８・０
５
２
１

医
療
と
介
護
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
医
療
介
護
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
実
態
と
対
応
～
こ
れ
っ
て
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
～
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
北
島
正
悟
弁
護
士

に
よ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
の
講
演
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時
11
月
1�
日
㈯
午
後
３
時
～
５
時

場
所
白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
白

山
市
）

11
月
10
日
㈪
ま
で
に
二
次
元

コ
ー
ド

ま
た
は
介
護
長
寿
課☎２

２
７・６
０
６
７

教
育
講
演
会

◎
部
活
動
改
革
～
リ
ソ
ー
ス
な
き
地
域

移
行
か
ら
の
出
発
～

日
時
11
月
�8
日
㈮
午
後
６
時
開
始

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

講
師
内
田
良
氏
（
名
古
屋
大
学
大
学

員
教
授
）

白
山
・
野
々
市
教
育
を
考
え
る

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム☎

２
７
５・０
１
７
９
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公
立
松
任
石
川
中
央
病
院

◎
市
民
公
開
講
座
「
知
っ
て
、防
い
で
、

笑
顔
の
未
来
～
病
気
の
予
防
と
健
康
づ

く
り
～
」

日
時

11
月
��
日（
月・振
休
）午
後
２

時
～
４
時

場
所
松
任
文
化
会
館
ピ
ー
ノ
（
白
山

市
）

内
容
①
健
診
で
未
来
を
守
る
～
早
期

発
見
と
予
防
の
第
一
歩
～

　
　
　
②
生
活
習
慣
病
予
防
・
改
善
の

た
め
の
運
動
療
法

　
　
　
③
人
生
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
～
太
蔵
流
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
む
技
術
～

講
師
①
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
医
師
②

健
康
運
動
指
導
士
③
杉
村
太
蔵

氏
（
元
衆
議
院
議
員
）

公
立
松
任
石
川
中
央
病
院

☎
２
７
５・２
２
２
２

小
学
生
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

◎
知
っ
て
ネ
ッ
ト
教
室
＆
パ
ソ
コ
ン
で

年
賀
状
作
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
、
安
全

に
、
楽
し
く
使
う
た
め
の
小
学
生
向
け

講
座
で
す
。プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
本
、

検
索
や
マ
ッ
プ
の
活
用
法
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
紹
介
。
パ
ソ
コ

ン
で
年
賀
状
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
す
！

日
時
1�
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

対
象
市
内
小
学
３
～
６
年
生

定
員
10
人
（
先
着
順
）

二
次
元
コ
ー
ド

文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

☎
２
４
８・８
０
０
０

お
知
ら
せ

全
国
道
路・街
路
交
通
情
勢
調
査

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
全
国
道

路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
自
動
車
の
使
わ

れ
方
や
道
路
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も

の
で
、
お
お
む
ね
�
年
に
1
回
実
施
し

て
い
ま
す
。
無
作
為
に
抽
出
し
た
自
動

車
の
所
有
者
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

金
沢
河
川
国
道
事
務
所

☎
２
６
４・９
９
１
２

慰
霊
友
好
親
善
事
業

先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
遺
児
が
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も

に
、
現
地
住
民
と
友
好
親
善
を
深
め
る

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
《
前
班
》
令
和
８
年
３
月
�
日

㈯
～
13
日
㈮
《
後
班
》
令
和
８

年
３
月
９
日
㈪
～
1�
日
㈰

訪
問
地
域
ミ
ャ
ン
マ
ー（
ヤ
ン
ゴ
ン
、

ペ
グ
ー
）

対
象
戦
没
者
遺
児

定
員
各
30
人
（
希
望
多
数
の
場
合
、

選
考
）

参
加
費
10
万
円

1�
月
５
日
㈮
ま
で
に（
一
財
）石
川

県
遺
族
連
合
会
☎
２
６
３・３
８
２
１

（
一
財
）日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３・３
２
６
１・５
５
２
１

司
法
書
士・税
理
士
無
料
相
談
会

◎
県
内
一
斉
司
法
書
士・税
理
士
に
よ

る
相
続・遺
言・成
年
後
見
無
料
相
談
会

《
電
話
相
談
》

日
時
11
月
��
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

４
時

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
２
１
８・５
６
６
５

《
面
談
相
談
》

日
時
11
月
��
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

場
所
交
遊
舎

県
司
法
書
士
会☎２

９
１・７
０
７
０

社
会
保
険
労
務
士
無
料
相
談
会

働
く
人
も
事
業
主
も
職
場
で
の
悩
み

や
疑
問
を
労
働
・
年
金
の
専
門
家
で
あ

る
社
労
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
電
話
に
よ
る
相
談

日
時
1�
月
２
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後

５
時

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
２
９
１・５
４
１
８

◎
対
面
に
よ
る
相
談

日
時
1�
月
２
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後

５
時

場
所
県
社
会
保
険
労
務
士
会

県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
２
９
１・５
４
１
１

労
働
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

◎
11
月
は
「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一

掃
強
化
期
間
」
で
す

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。
労
働
保

険
は
、
仕
事
や
通
勤
に
よ
る
傷
病
や
失

業
に
よ
る
休
業
な
ど
の
際
に
、
労
働
者

と
そ
の
家
族
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

労
働
保
険
は
農
林
水
産
の
事
業
の
一

部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ

て
い
れ
ば
必
ず
加
入
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

白
山
公
共
職
業
安
定
所

☎
２
７
５・８
５
３
３

福
祉
施
設
見
学
会

福
祉
の
仕
事
現
場
を
あ
な
た
の
目
で

実
際
に
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

最
初
の

一
歩
を
手
伝
い
ま
す
。

対
象
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る

人
、
就
職
を
希
望
す
る
人

見
学
施
設
一
覧
▼

11
月
�8
日
㈮
ま
で
に
二
次
元
コ
ー
ド

石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー☎２

３
４・１
１
５
１
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休館日：毎週水曜日、12/29 ～ 1/3　　開館時間：9:00 ～ 22:00　　   ☎ 248－8099

৔ॴɿจԽ会ؗϑΥルςɹɹؗٳ日ɿຖ݄ୈ �ɺ�ਫ༵日ɺ೥຤೥࢝
։ؗ࣌ؒɿ���� ʙ �����ʢି͕ؗͳい日͸ ����� ดؗʣɹ ��ὸ ���－����

各࠲ߨの開࢝日 3日前 1��00 の時఺で開ߨ最௿人数にຬたない場合、ߨٳとなります。
ίʔεɾྉۚ ೔࣌ ର৅ ओͳ಺༰

ϫード �0��入໳
（�
000 ԁ）

11�11、18、��、1��� 
10�00ʙ1��00

初ڃ者
�໊

ϫードのجຊૢ作、一ൠ的なจॻの作成、ද入จॻ
の作成、ࣸ真入りจॻの作成

Τクηル �0��入໳
（�
000 ԁ）

1���、1�、19、�� 
10�00ʙ1��00

初ڃ者
�໊

Τクηルのجຊૢ作、දの૷০、計ࢉの活用、஌っ
ておくとศརなϫザ

※使用するパソコンの OS は Windows11、Office のバージョンは 2024。
　ワード / エクセル 2024 入門のテキストは、内容にほぼ差異が無いため、旧版（2019）を使用。 （料金はテキスト代含む。）

一般向け
『秋・いろいろ』
　ळとݴえば、ಡॻのळ・ܳज़のळ・スϙーπのळ・৯
ཉのळ・実りのळʜ。たくさんの「ळ」がありますよね。
　ळの໷長にָしめるような、さま͟まな「ळ」のຊを
集めました。この機会にͥͻ手に取ってみてください。

特集展示

イベント情報

ʰ೔ຊのඒ͍͠ൿڥʱ
೔ຊ෩ࣸܠਅՈڠձʗࣸਅ
ύΠΠϯλʔナγϣナϧ

೔࣌ イϕϯト໊ͳͲ ର৅ͳͲ
11月8日​・1�日​・1�日 ・��
日​・�3日（日・祝）・1�月�日​
10�30ʙ11�00

こどもおはなし会 対象�̏ࡀҎ上

11月9日 10�30ʙ11�00 えいごのおはなし会 対象�̏ࡀҎ上

11月11日 ・18日 ・1�月�日 
10�30ʙ11�00 あかちΌんおはなし会 対象�̌ʙ２ࡀ

11月8日​13�30ʙ 全ߴࠃ౳学校ϏϒϦΦバトル
石઒ݝ大会 �0�� 対象 �誰でも

11月9日 13�30ʙ
カレードγωマ　ਤॻ館上ө会
ʰ༐気のՖがͻらくとき　やなͤたかし
とΞンパンマンの෺ޠʱ

対象�誰でも　定員��0人（ઌண順）

1�月19日 13�00ʙ1��00 おྉ理ڭ室「かͿらͣしϫークγϣップ」
※見学ܕྉ理ڭ室（デモʴࢼ৯）です。

対象�一ൠ　定員���人
参加費�3
000ԁ
��11 月 �1日 申ࠐ開࢝

1�月�8日 1��00ʙ1��00 かがく実ڭݧ室
「あͿりग़しで༡΅う」

対象�小学生（�年生Ҏ下保ޢ者ಉ൐）
定員��0人　参加費��00ԁ
��11 月 �3日（日・祝）申ࠐ開࢝
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施ઃごとの予定は子育てࢧԉ情報
αイト「)6(��/&5」でʂ⾣

⾢開館時間などৄࡉは市ホームペーδ
　で確認してください。

11/6㈭～12/5㈮
子育て応援ひろば

೔ ։࢝࣌ؒ ༧໿ ࣄߦ ର৅ ఆһ ໰͍߹Θͤ
ਵ時 ਵ時 ʵ 子育て૬談（ݸผ૬談） ະब園ࣇ਌子 ʵ みࢧ⁞

ਵ時 要 子育て૬談（ݸผ૬談） ະब園ࣇ਌子 ʵ 和ࢧ⁢

ຖि㈪ 8�30 ʵ ૒子ちΌんデー（13�00 まで）　 多଻ࣇ਌子 ʵ みࢧ⁞
10�00�13�00 ʵ ੺ちΌんデー �ʙ 1�か月ࣇ 各 �૊ ⁦ࢧあわ

ຖि  10�00 ʵ 家庭ڭ育αϙーター子育て΢ェルカム޿場
場所�学びのైののいち�カレード　 ��ὸ�����11� 誰でも ʵ 生֔学श課

ຖि  8�30 ʵ ੺ちΌんデー 0ʙ 1�か月ࣇ ʵ みࢧ⁞
10�00 ʵ ののϕϏークラϒ ະब園ࣇ਌子 ʵ ᶆつࣇ

ຖि  9�00�13�00 ʵ ੺ちΌんデー　 0ʙ1ࡀ�か月ࣇ ʵ はࢧ 
ຖि  10�30 ʵ お話の日　※ �8日 はプレミΞム ະब園ࣇ਌子 ʵ みࢧ⁞

� 

ਵ時 ʵ ൃ育ଌ定デー ະब園ࣇ਌子 ʵ みࢧ⁞
10�00 要 ཭ೕ৯࠲ߨ「த期৯ʙྃ׬৯」 ະब園ࣇ਌子 1�૊ はࢧ 
10�00 要 ϕϏーマッαーδ　参加費 ��00ԁ 3ʙ 10か月ࣇ 10૊ Τࢧ⁠
10�00 要 お話をָしΉ日 ະब園ࣇ਌子 8૊ プࢧ⁥
10�30 要 育࠲ߨࣇᶄ ະब園ࣇ਌子 �૊ ⁦ࢧあわ
11�00 ʵ フルートԋ૗ ະब学ࣇ਌子 ʵ ᶄԡࣇ

� ・�  1��30 ʵ ちΎうおうタイム「Ϊωスに௅ઓʂ̩γϟπにચ୕
ばさみいくつつけられるʁ」 小学生 ʵ ᶃதࣇ

� 

ਵ時 ʵ ൃ育ଌ定 ະब園ࣇ਌子 ʵ ふࢧ⁡
10�00 要 ちいさな人ܶܗ　※Φンライン参加Մ

��ὸ ��8��000 ະब園ࣇ਌子 10૊ ΄のみ
こども園

10�00 要 「予防ࣃみがきと஬ࣃ」のお話ࢣޢ؃ 保ޢ者 10૊ Τࢧ⁠
13�00 ʵ 子育てを学΅うʂ「ա保ޢとաׯব」 ະब園ࣇ਌子 ʵ 和ࢧ⁢

8​
10�00 ʵ クϦーン大作ઓ 誰でも ʵ ᶅふࣇ
13�00 ʵ おはなしのとびら ະब園ࣇ਌子・

小学生 ʵ ᶅふࣇ

10㈪

9�30 ʵ おおきくなったかな ະब園ࣇ਌子 ʵ あおࢧ⁤
9�30�11�00 要 ΤΞーランド ະब園ࣇ਌子 各 ��૊ Τࢧ⁠
10�00 要 ママのϦラックスタイム 保ޢ者 �人 和ࢧ⁢
10�30 ʵ お話の会 ະब園ࣇ਌子 8૊ ふࢧ⁡

11 

ਵ時 ʵ 身体ଌ定ˍࢣޢ؃による݈߁૬談 ະब園ࣇ਌子 ʵ Τࢧ⁠
10�00 要 おすすめֆຊ・おもちΌ紹介　※Φンラインのみ

��11��  までにి話　ὸ ��8��3�0 ະब園ࣇ਌子 �૊ ΄りうち
こども園

10�00 要 初めてのごっこ༡び　CZり΀か ࣇࡀ1 8૊ プࢧ⁥
10�30 要 ͽよͽよランドʙおいも΄りʙ ະब学ࣇ਌子 8૊ ᶅふࣇ

11 ・1�  前தޕ ʵ おしのクラフト「ۈ࿑ँײのプレθントつくり」 ະब学ࣇ਌子 各 10૊ ᶄԡࣇ
1��30 ʵ おしのクラフト「ۈ࿑ँײのプレθントつくり」 小学生Ҏ上 各 1�人 ᶄԡࣇ

1� 

10�00 要 ཭ೕ৯ࢼ৯会（後期৯） ະब園ࣇ਌子 �૊ ふࢧ⁡
10�00�11�00 要 ηレクトマッαーδ　参加費 ��00ԁ 保ޢ者 各 3人 Τࢧ⁠
10�30 ʵ おはなしルーム ະब園ࣇ਌子 ʵ はࢧ 
10�30 要 ηンス・Φϒ・ϫンμー「ळのࢄ歩」 ະब学ࣇ਌子 ʵ 和ࢧ⁢
1��30 ʵ どすこいクラϒ 小学生 ʵ ᶆつࣇ

13 

ਵ時 ʵ 身体ଌ定ˍࢣޢ؃による݈߁૬談 ະब園ࣇ਌子 ʵ Τࢧ⁠
9�00 ʵ ϕϏーデー ະब園ࣇ਌子 ʵ Τࢧ⁠
10�00 要 ΆかΆかデー（お฼さんのためのϦラックスϤガ）

��11�11  までにి話　ὸ ��8���10 0 ࣇࡀ 10૊ ϰィテン4.$
こども園

10�00 要 ࠲ߨ߁݈
ʙおくすりαϩン　子どものༀとの付き合い方ʙ ະब園ࣇ਌子 10૊ みࢧ⁞

10�30 要 ೴育ふれあいϦトミック　参加費 �1
000 ԁ ະब学ࣇ਌子 10૊ ᶅふࣇ
10�30 要 Ϧフレッγϡタイム（ಃܳ）　参加費 ��00ԁ �ʙ 10か月ࣇ

保ޢ者 �૊ ⁦ࢧあわ
11�10 ʵ おはなしのとびら ະब園ࣇ਌子 ʵ ᶅふࣇ

13 ・1�  1��30 要 ふじͻらランドʙଡ଼（たこ）作りʙ　参加費 �300ԁ 小学生 各 1�人 ᶅふࣇ

1�  10�00 要 幼ࣇ安全࠲ߨ「子どものප気と対応」 ະब園ࣇ਌子 1�૊ はࢧ 
11�00 ʵ ֆຊとډࣳࢴ ະब学ࣇ਌子 ʵ ᶃதࣇ

18 

10�30 要 おやこϤガ　参加費 ��00ԁ ະब学ࣇ਌子 8૊ ᶅふࣇ
10�30 要 ਌子で༡΅う「৽聞で༡΅う」

※子育てࢧԉηンターΞϦス合ಉ行事 ະब園ࣇ਌子 1�૊ ᶆつࣇ
10�30 要 ふれあいあそび ະब園ࣇ਌子 10૊ みࢧ⁞
10�30 要 育࠲ߨࣇ「冬の݈߁管理」ʙײછ঱ʙ 保ޢ者 �0人 Τࢧ⁠
10�30 要 ੡作しようʂ ະब園ࣇ਌子 �૊ ⁦ࢧあわ

19 
ਵ時 ʵ 身体計ଌ ະब園ࣇ਌子 ʵ はࢧ 
10�00 要 ϕϏーϏクス　参加費 �300ԁ 3か月ࣇҎ上 10૊ みࢧ⁞
10�00 要 フットマッαーδ ະब園ࣇ਌子 10૊ Ξࢧ⁣
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ᶃதԝࣇಐ館 ὸ��8��3��
ᶄԡ໺ࣇಐ館 ὸ��8�9���
ᶅふじͻらࣇಐ館 ὸ�1���1��
ᶆつばきのࣇڷಐ館 ὸ��8��111
⁞子育てࢧԉηンターみって ὸ��8���3�
 子育てࢧԉηンターはくさん ὸ��8��1��
⁠子育てࢧԉηンターΤンδェル ὸ��8��888
⁡子育てࢧԉηンターふじͻら ὸ����1181
⁢子育てࢧԉηンター和ޫ ὸ����8�0�
⁣子育てࢧԉηンターΞϦス ὸ�9������
⁤子育てࢧԉͻろば　あおͧら ὸ����33�0
⁥子育てࢧԉηンタープルνーϊ ὸ�������3
⁦子育てࢧԉηンターあわだ ὸ�����3�3

໰い߹Θͤઌ

ະबԂࣇ਌ࢠͰ༡ͼʹདྷͯͶ̇
˒࣌ؒ͸֤ࢪઃͷϗʔϜϖʔδ
ͳͲͰ確認͍ͯͩ͘͠͞ɻ

11� � ��΄Γ͏ͪ ὸ ��8ʵ�3�0
11�10 ��ΤϯδΣϧ ὸ ��8ʵ�888
11�13 ��தԝ ὸ ��8ʵ0��0
11��0 ��ϛυϦ෋ཅ ὸ ��5ʵ56�0

೔ ։࢝࣌ؒ ༧໿ ࣄߦ ର৅ ఆһ ໰͍߹Θͤ
19  ・�0  9�30�11�00 要 作って)BQQZ「クϦスマススϊードーム」

参加費 �100ԁ ະब園ࣇ਌子 各 �૊ Τࢧ⁠

�0 
ਵ時 ʵ 身体計ଌ 0ʙ1ࡀ�か月ࣇ ʵ はࢧ 
10��� ʵ おはなしだいすき ະब学ࣇ਌子 ʵ ᶄԡࣇ
13�00 要 ੺ちΌん૬談 0ʙ1ࡀ�か月ࣇ ʵ はࢧ 

�1 

9�30 要 手作りおもちΌ ະब園ࣇ਌子 8૊ ふࢧ⁡
9�30 ʵ さんの日ࣇࡀ1 ࣇࡀ1 ʵ あおࢧ⁤
10�00 要 お話ランドˍ஀生会 ະब園ࣇ਌子 ʵ Τࢧ⁠
10�30 要 ਌子ふれあいあそび ະब学ࣇ਌子 ʵ 和ࢧ⁢
10�30 要 おはなしの会 ະब園ࣇ਌子 ʵ Ξࢧ⁣
11�00 ʵ ֆຊとډࣳࢴ ະब学ࣇ਌子 ʵ ᶃதࣇ
1��00 要 わくわく੡作「ळのものを୳してֆをඳこう」 小学生 1�人 ᶆつࣇ

�1 ʙ �9​ 1��30 ʵ おしのっこクラフト「1�月カレンμーつくり」 小学生Ҏ上 �0人 ᶄԡࣇ

�� 

9�30 ʵ あかちΌんの日 ࣇࡀ0 ʵ あおࢧ⁤
10�00 要 子育て࠲ߨ「自分も子どもも大੾にする子育て」 ະब園ࣇ਌子 10૊ みࢧ⁞
10�00 要 ஀生会 ະब園ࣇ਌子 ʵ はࢧ 
10�00 要 ϕϏママϤガ टすわり後ʙ

ࡀ1 �か月ࣇ �૊ Ξࢧ⁣
10�30 要 ͽよͽよランドʙドングϦ༡びʙ ະब学ࣇ਌子 8૊ ᶅふࣇ
10�30 要 お話の会 ະब園ࣇ਌子 �૊ ⁦ࢧあわ
11�00 ʵ ちびっこお஀生会 ະब学ࣇ਌子 ʵ ᶄԡࣇ

�� 

10�00 要 ஀生会 ະब園ࣇ਌子 ʵ ふࢧ⁡
10�00�11�00 要 クϦスマススϫッグ作り　参加費 ��
000 ԁ ະब園ࣇ਌子 各 �૊ プࢧ⁥
10�30 要 ふれあいあそび 0ʙ 1�か月ࣇ 10૊ みࢧ⁞
10�30 要 ੺ちΌん࠲ߨ ೛්ʙ �か月ࣇ

保ޢ者 �૊ 和ࢧ⁢
1��30 ʵ どすこいクラϒ 小学生 ʵ ᶆつࣇ

�� ・��  前தޕ ʵ ちΎうおうクラフト「クϦスマスϦース」 ະब学ࣇ਌子 各 10૊ ᶃதࣇ
1��00 ʵ ちΎうおうクラフト「クϦスマスϦース」 小学生 各 10人 ᶃதࣇ

��  10�00 要 ママカフェ　参加費 ��0ԁ 保ޢ者 �૊ 和ࢧ⁢
�� ・�8  9�30�11�00 要 フΥトίラーδϡ「クϦスマス」 ະब園ࣇ਌子 各 1�૊ Τࢧ⁠

�8 
10�30 要 ララ・ムδカʙ਌子%FԻ༡びʙ　参加費 �300ԁ ະब園ࣇ਌子 10૊ ᶆつࣇ
10�30 要 ஀生会 ະब園ࣇ਌子 ʵ Ξࢧ⁣
1��00 ʵ トランϙϦン 小学生 ʵ ᶆつࣇ

�9​ 10�00 要 クϦスマス޻作　参加費 �1�0ԁ 小学生 10人 ᶅふࣇ

1��1 ㈪
ਵ時 ʵ ൃ育ଌ定 ະब園ࣇ਌子 ʵ ふࢧ⁡
10�30 要 ママカフェ �ʙ 10か月ࣇ

保ޢ者 ６૊ ⁦ࢧあわ
1��1 ㈪・�  9�30�11�00 要 手ܗ଍ܕΞート「クϦスマス」 ະब園ࣇ਌子 各 1�૊ Τࢧ⁠
1��1 ㈪ʙ3  ਵ時 ʵ ൃୡଌ定デー ະब園ࣇ਌子 ʵ みࢧ⁞

1���   10�00 要 ハϩーϕϏーデー ೛්ʙ ࣇࡀ0
保ޢ者 �૊ Ξࢧ⁣

10�30 ʵ おはなしホッとタイム ະब園ࣇ਌子 ʵ ᶆつࣇ

1��3  

ਵ時 ʵ ൃ育ଌ定 ະब園ࣇ਌子 ʵ ふࢧ⁡
10�00�11�00 要 ηレクトマッαーδ　参加費 ��00ԁ 保ޢ者 各 3人 Τࢧ⁠
10�30 ʵ おはなしルーム ະब園ࣇ਌子 ʵ はࢧ 
1��00 ʵ 小学生会ٞ 小学生 ʵ ᶆつࣇ

1���  

9�30�10�30 要 ϕϏーϦトミック　参加費 ��00ԁ �か月ࣇҎ上 各 8૊ あおࢧ⁤
10�30 要 ೴育ふれあいϦトミック　参加費 �1
000 ԁ ະब学ࣇ਌子 10૊ ᶅふࣇ
11�00 ʵ フルートԋ૗ ະब学ࣇ਌子 ʵ ᶄԡࣇ
11�10 ʵ おはなしのとびら ະब園ࣇ਌子 ʵ ᶅふࣇ

1���  ・�  9�00 ʵ クϦスマスフΥトίーφー ະब園ࣇ਌子 ʵ Τࢧ⁠

1���   ਵ時 ʵ ൃ育ଌ定 ະब園ࣇ਌子 ʵ ふࢧ⁡
10�30 ʵ 育࠲ߨࣇ「体が整うおやつの話」 ະब学ࣇ਌子 ʵ 和ࢧ⁢
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˕ۚ୔޿Ҭٸපηンター（ۚ୔市西೦ࡾஸ໨�����ὸ���ɻ 0099）
は年தແٳ（小ࣇՊ・内Պ19�30ʙ�3�00）でड਍できます。
ࢁする場合があります。最৽情報は、৽聞やനߋ日当番ҩはมٳ˕
ののいちҩࢣ会または市ホームペーδで確認してください。
Ҭ消防޿໺ʑ市ࢁ定පӃの໰い合わͤは、നࢦٸٹ日໷間のٳ˕
ຊ部（ὸ���ɻ 1119）または໺ʑ市消防ॺ（ὸ��8ɻ 9119）まで。

※ड਍のࡍは、事前にి話で૬談してください。

਍ྍ࣌ؒɹ9:00ʙ1�:00
ʦҩྍ機関・ༀہによって਍ྍ時間などがมߋしている場合があります。各ҩྍ機関に事前に確認してください。ʧ

˞಺ʜ಺Պ、֎ʜ֎Պ、খʜখࣇՊ、ༀʜༀہ

೔ Պ ҩྍؔػ ॴࡏ஍ ి࿩൪߸

��
݄
̕
೔
 

内 つじ઒内ՊクϦχック Ґ઒��1 �9�����1

内 ৫ా内ՊクϦχック നࢁ市௽དྷຊ町
ஸ໨Ϯࡾ 11 ��3�9100

内 やまもと内ՊҩӃ നࢁ市ࢁౡ୆ࡾஸ໨
99 ����3588

外 ੟དྷඒクϦχック നࢁ市Ҫ関町 11��1 ��8��0�0

小 かわい小ࣇՊҩӃ നࢁ市安ా町 � ��5�01��

ༀ ඒ઒らいふༀہ നࢁ市Ҫ関町 11��� ��8�5800

��
݄
�6
೔
 

内 ຊクϦχックࢁ ৽ঙ一ஸ໨ ��3 ��6�1661

内 ୩内ՊࣃՊクϦχック നࢁ市৽ా町 8��� ����3351

内外 ෱ཹクϦχック നࢁ市෱ཹ町 1�9�1 ����3133

小 ೆϲٰපӃ
西部தԝ౔஍۠画
整理事業施行஍۠
��֗۠ 1番

�56�3366

ༀ த৿全շಊനࢁ町ༀہ നࢁ町��� �9��61��

��
݄
2�
೔ớ
೔・ॕ
Ờ

内 はしもと内ՊクϦχック 上ྛ࢛ஸ໨ ��1�1 ����3080

内 ながしまクϦχック നࢁ市๺安ా町
9���1 ��5�1115

内外 ໼ϲ࡚外ՊҩӃ നࢁ市ಙؙ町 �9� ��5�5166

小 Ήとう小ࣇՊҩӃ നࢁ市ٶӬ市町 ���� ��5��88�

ༀ 上ྛあおばༀہ 上ྛ̐ஸ໨ ��0 ��8��131

೔ Պ ҩྍؔػ ॴࡏ஍ ి࿩൪߸

��
݄
2�
೔ớ
・݄ৼ
ٳ
Ờ

内 だいもん内Պ・ਛಁੳ
クϦχック ԡ໺一ஸ໨ �00 �9��0066

内 ௡ా内ՊҩӃ നࢁ市৽成࢛ஸ໨
�30 ��6�5050

外 ೆϲٰපӃ
西部தԝ౔஍۠画
整理事業施行஍۠
��֗۠ 1番

�56�3366

小 ઙҪ小ࣇՊҩӃ ຊ町ޒஸ໨ ��18 ��8�3311

ༀ ΩϦンಊԡ໺ༀہ ԡ໺࿡ஸ໨ �� �9��8806

��
݄
�0
೔
 

内 ஑ాපӃ ৽ঙೋஸ໨ 10 ��8�����

外 かわきた整ܗ外ՊᬭӃ ԡ໺ೋஸ໨ 88 ��6�0108

外 ただなわ整ܗ外Պ
クϦχック നࢁ市Ҫޱ町に 80�1 ����1333

小 ઒๺こどもクϦχック നࢁ市ࢁౡ୆一ஸ໨
1�1 ��������

ༀ クスϦのΞΦΩ
দ೚布市ༀہ

നࢁ市布市一ஸ໨
1���1 ��5�316�

▶休日在宅当番医・休日当番薬局

健康推進課（保健センター内）　☎248－3511　会場:保健センター▶健康カレンダー
໊ࣄߦ ର৅ ։࠵೔ ड෇࣌ؒ

਍ࠪ߁݈ࣇ݄͔̐
̧̓� ൒ੜ·Εޙ݄̓ �2݄̐೔ 

ର৅ऀʹૹ෇͢Δ௨஌
Ͱ೔ఔɾड෇࣌ؒͳͲ
Λ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

̧̓� ݄̔લ൒ੜ·Ε �2݄�8೔ 

૬ஊࣇ݄͔̓ ̧̓� ݄̑ੜ·Ε �2݄̏೔ ɺ�7೔ 

૬ஊࣇ�0͔݄ ̧̓� ݄̎ੜ·Ε �2݄��೔ ɺ2�೔ 

਍ࠪ߁݈ࣇ6͔݄ࡀ̍ ̧̒� ݄̑ੜ·Ε �2݄̎೔ ɺ�6೔ 

਍ࠪ߁݈ࣇ݄͔̐ࡀ̏ ̧̐� ݄̔ੜ·Ε �2݄̕೔ ɺ2�೔ 

ΦϯϥΠϯ૬ஊ ೛්͓Αͼ͝ࡀ�Ζ·ͰのࢠΛ࣋ͭอ護ऀΛର৅ʹ࣮͠ࢪ·͢ɻ
ɻ͍ͩͯ͘͞ݟϗʔϜϖʔδΛࢢ͸ࡉৄ

ϓϨύύϚϚΫϥε ೛৷̑ʙ͔݄̔の೛්ͱ
ͦのՈ଒

�2݄2�೔ ���0ʙ���00　˞�2݄��೔ ·Ͱʹཁ༧໿
ϗʔϜϖʔδΛ֬ೝࢢՃ৚݅͸ࢀ͍͠ৄ˞

ੜ׆श׳ප༧๷
ɾӫཆ૬ஊ߁݈ ຽࢢ �2݄�8೔ ᶃ���0ᶄ�0���ᶅ���00

˞�2݄�6೔ ·Ͱʹཁ༧໿
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　市੫などのೲ付は、市ࢦ定ۚ
༥機関およびΏうちょۜ行のޱ
をར用して（ࠐ自動෷）ৼସ࠲
ください。ೲ੫などにࠔってい
る人は૬談してください。

Րࡂ৘ใςレϗϯαʔϏε
໺ʑ市市・നࢁ市 ὸ��6ʵ6000
ۚ୔市 ὸ0180ʵ99�890

のೲݶظ

ී௨ߨ໋ٹश

݄̕の事ࡂނ害ঢ়گ

（　）は前年ಉ月ൺ

ަ௨
݅　数 � （݅ʵ 3�）
者　ࢮ 0人（ʶ 0�）
ෛই者 8人（ʵ 3�）

Րࡂ ݅　数 0 （݅ʶ 0�）
ٸٹ ݅　数 ��9 （݅ʵ ��）

ご
利
用
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
ダ
イ
ヤ
ル

☎
2
2
7・6
0
5
3

ར用方๏や
෺඼のৄࡉ
はこちら

保育ྉ（1 0 月分）11月��日
上 ・ 下 水 道 ྉ 11月30日
市 ݝ 民 ੫

1�月1日
ࠃ 民 ݈ ߁ 保 ݥ ੫
後期ྸߴ者ҩྍ保ݥྉ
介 ޢ 保 ݥ ྉ

೔࣌　1�月1�日 9�00ʙ1��00
ఆһ　30人
৔ॴ　നࢁ໺ʑ市޿Ҭ消防ຊ部
　　　（നࢁ市）

1�月 �日 までに
　　消防ຊ部開催ߨ໋ٹशઐ用
μイϠル ὸ ��6ʵ1�10

　　またはനࢁ໺ʑ市޿Ҭ消防
ຊ部 ὸ ��6ʵ9�83

▶健康通信 ����－ਪਐ課（อ݈ηϯλʔ಺）　☎2�8߁݈

■
糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
？

糖
尿
病
と
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
血
糖

を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン
の
不
足
や
作
用
低
下
に

よ
り
、
慢
性
的
に
血
糖
値
が
高
く
な
る
病
気

で
す
。

■
糖
尿
病
の
合
併
症

糖
尿
病
の
特
徴
的
な
合
併
症
は
「
神
経
障

害
」「
網
膜
症
」「
腎
症
」
で
す
。
そ
の
他
、

動
脈
硬
化
性
疾
患
や
歯
周
病
、
認
知
症
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
は
糖
尿
病
患
者
の
場

合
、
発
症
リ
ス
ク
が
約
２
倍
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

■
市
の
現
状

糖
尿
病
を
発
症
す
る
人
や
、
糖
尿
病
が
悪

化
し
て
い
る
人
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
に
至
っ

た
原
因
疾
患
で
は
、
認
知
症
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

■
糖
尿
病
と
認
知
症
の
関
係

①
動
脈
硬
化
の
進
行

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、
血
管
が

硬
く
、
も
ろ
く
な
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
が
進

行
す
る
こ
と
で
、
脳
の
血
管
に
も
影
響
が
及

び
ま
す
。
脳
の
神
経
細
胞
へ
の
血
流
が
滞
る

こ
と
で
、
栄
養
や
酸
素
が
行
き
渡
ら
な
く
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
そ
の
部
分
の
神
経
細

胞
が
壊
れ
、
認
知
機
能
が
低
下
し
た
り
、
認

知
症
を
発
症
し
た
り
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。

②
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
低
下

認
知
症
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
が
、
最
も
多
い
の
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
は
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
」
と
呼
ば
れ
る
た

ん
ぱ
く
質
が
長
年
に
わ
た
っ
て
脳
内
に
蓄
積

し
、
神
経
細
胞
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
発
症
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。イ
ン
ス
リ
ン
は
、

「
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
」
を
分
解
す
る
作
用
を
持

ち
ま
す
。
そ
の
た
め
、
糖
尿
病
に
よ
り
、
イ

ン
ス
リ
ン
が
効
き
に
く
く
な
る
こ
と
で
、「
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
」
が
脳
内
に
蓄
積
し
や
す
く
、

認
知
症
が
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。

■
予
防
す
る
た
め
に
は

血
糖
値
が
少
し
高
い
程
度
で
も
動
脈
硬
化

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
早
期
か
ら
予
防

が
大
切
で
す
。
健
診
を
受
け
て
自
身
の
結
果

を
把
握
し
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

糖尿病と認知症 ～11月は糖尿病予防月間～

10
月
�3
日
現
在

【
譲
り
ま
す
】

☆
小
学
校
男
子
制
服
☆
小
学
校
ス

カ
ー
ト
☆
小
学
校
上
下
体
操
服
☆

学
習
机
☆
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
上
下
☆

じ
ゅ
う
た
ん
☆
ド
レ
ッ
サ
ー
（
三
面

鏡
）
☆
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
浴
衣
☆

柔
道
着
☆
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
☆

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
☆
ベ
ビ
ー
用
布
団
一

式
☆
子
ど
も
用
レ
イ
ン
コ
ー
ト
☆
ベ

ビ
ー
カ
ー
☆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
☆

バ
ウ
ン
サ
ー
☆
掛
け
布
団
☆
オ
イ
ル

ヒ
ー
タ
ー
☆
花
器
☆
茶
道
具
☆
折
り

畳
み
式
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
☆
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
ピ
ア
ノ
☆
フ
ァ
ク
ス
電
話
機
☆

テ
レ
ビ
☆
ハ
ン
ド
ル
付
き
ス
テ
ッ

パ
ー

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

☆
野
々
市
中
学
校
女
子
制
服
☆
布
水

中
学
校
男
女
制
服
☆
布
水
中
学
校
体

操
服
☆
市
立
保
育
園
制
服
、
体
操
服

☆
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
☆
炊
飯
器

☆
室
内
用
物
干
し
☆
大
人
用
歩
行
器

☆
じ
ゅ
う
た
ん
☆
洗
濯
機
☆
苗
木

（
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
）
☆
水
槽
☆
ガ

ス
コ
ン
ロ
☆
一
人
掛
け
ソ
フ
ァ
☆
天

体
望
遠
鏡
☆
ベ
ビ
ー
カ
ー
☆
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
☆
キ
ッ
ズ
シ
ー
ト

※
す
べ
て
無
料
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;Ε͍͋૬ஊ

日 時

内 ༰
場 所
ి 話

月曜ʙۚ曜　9�00ʙ1��00（૬談員・ࢦಋ員）
月曜　9�00ʙ1��00、ۚ曜　1��00ʙ
1��00（ྟচ৺理࢜）※要予約
小த学生のෆొ校・子育てなど
市ڭ育ηンター
ὸ��8ʵ8���

ൃୡ૬ஊ

日 時

場 所
ి 話

ి話　平日　9�00ʙ1��00
໘談　火曜　9�00ʙ1��00、13�30ʙ1��00
　　　໦曜　13�30ʙ1��00
　　　※໘談は要予約
市ൃୡ૬談ηンター
ὸ��8ʵ1333

໺ʑڙࢠࢢ૬ஊ
μイϠϧɾମേ
110൪

日 時
内 ༰
ి 話

平日　9�00ʙ1��00
小த学生のためのి話૬談
ὸ���ʵ�830

͍͡Ίɾ
トϥϒϧ૬ஊ

日 時
場 所
ి 話

平日　9�00ʙ1��00
市໾所　̏֊　গ年育成ηンター
ὸ�9�ʵ881�

ब࿑૬ஊ
日 時

場 所
ి 話

11月13日 1��00から
※当日までに要予約
市໾所　301会ٞ室
ὸ�3�ʵ30�0（ए者αϙートステーγϣン石઒）

͜͜Ζͷ݈߁
૬ஊ

日 時
場 所
ి 話

ୈ１ʙ̐水曜日　1��00d1��00
石઒தԝ保݈෱ࢱηンター（നࢁ市）
ὸ���ʵ���0　※前日までに要予約

収　集　地　区
7:30 まで 7:00 まで

燃えないごみ 燃える粗大ごみ 容器包装
プラスチック 一般ごみあきかん・あきびん ペットボトル

本町１・２・５・６丁目、若松町、横宮町、
三納、位川、太平寺、稲荷、堀内、押野、押越 3日㈬ 17日㈬ 3日㈬

17日㈬ 月・木
高橋町、扇が丘、住吉町、菅原町、菅原団地 10日㈬ 24日㈬ 10日㈬

24日㈬
本町３・４丁目、白山町、粟田、矢作、藤平田、
下林 3日㈬ 17日㈬ 3日㈬

17日㈬
火・金中林、上林、新庄、藤平、清金、末松、田尻町、

三日市、二日市、徳用、郷、蓮花寺町、柳町、長池、
野代、あすなろ団地、御経塚

10日㈬ 24日㈬ 10日㈬
24日㈬

課　☎227－60�2׆ຽੜࢢ

ຽͳΜͰ΋ࢢ
૬ஊ

日 時
場 所
૬談員
ి 話

1�月�日 13�00ʙ1��00
市໾所　�11会ٞ室
人ݖ༴ޢ委員
ὸ���ʵ�0�0（市民協ಇ課）

ແྉ๏཯૬ஊ

日 時

場 所
ి 話

11月18日 13�00ʙ1��00　※要予約
※11月10日㈪8�30ड付開࢝
市໾所　10�会ٞ室
ὸ���ʵ�0�0（市民協ಇ課）

日 時
場 所
ి 話

1�月�日 13�30ʙ1��30　※要予約
市ࣾ会෱ࢱ協ٞ会
ὸ���ʵ011�

ফඅੜ׆૬ஊ

日 時
場 所
૬談員

ి 話

11月13日 9�00ʙ9�30
ԡ໺ެ民館
市消費生活૬談員
※予約ෆ要、関܎ॻྨ࣋参
※平日8�30ʙ1��1�は市໾所でਵ時डけ付け
ὸ���ʵ�0��（市消費生活ηンター）

認Մखଓきɾڐ
૬ଓҨݴ૬ஊ

日 時
場 所
૬談員
ి 話

11月�1日 13�00ʙ1��00
市໾所　10�会ٞ室
までに要予約ޕ行政ॻ࢜会会員　※前日ਖ਼ݝ
ὸ���ʵ�0�0（市民協ಇ課）

Ϛイφϯόʔ
Χʔυٳ೔૭ޱ

日 時
場 所
ి 話

11月9日 9�00ʙ1��00
市民生活課　※11月�日 までに要予約
ὸ���ʵ�0��（市民生活課）

子育て
テレホン相談

日 時
内 容
電 話

平日　9:00～16:00
５歳児までの子育てに関すること
☎各子育て支援センター、各保育園まで

▶ 12 月のごみ・資源収集日程

▶今月の相談など

慌てないで！　災害後に増える住宅修理のトラブル

　୆෩や大Ӎ、大雪、஍਒などの自વ災害が全ࠃ各஍でຖ年のようにىきています。自વ災害のൃ生
後は、災害にศ৐したѱ࣭঎๏のトラϒルが多くなる޲܏があります。

ͻͱ͜ͱΞυόイε
1�「今直さないと大มなことになる」などとෆ安をあおり、ܖ約をٸがͤる手ޱが見られます。
�� 約ͤͣ複ܖ期や費用がదਖ਼なのか、すぐに൑断するのは難しいため、その場では޻、事の必要ੑ޻
数の事業者から見積もりを取ってݕ౼しましょう。ෆ要な場合はきっͺりと断りましょう。
3� 事業者からの訪໰やి話ק༠をडけてܖ約した場合、クーϦング・ΦフができるՄೳੑがあります。
。った時は、消費生活ηンターに૬談してくださいࠔ

参ߟɿ	ಠ
 民生活ηンター「見守り৽઱情報ୈࠃ �1�߸」
૬ஊ૭ޱ
市消費生活ηンター（市民協ಇ課内）ὸ ���ʵ605�ɹʗɹݝ消費生活ࢧԉηンター　ὸ �55ʵ�1�0
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入
札
結
果

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
抜
き
）

９
月
分
入
札

■
（
街
路
）
野
々
市
中
央
公
園
西
線
整
備

事
業

街
路
築
造
工
事
第
13
工
区

予
定
価
格

１
４
７
２
万
円

落
札
価
格

１
３
１
０
万
円

落
札
者

㈲
石
原
建
設
工
業

■
公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
事
業

遊
戯

施
設
整
備
工
事

そ
の
２

予
定
価
格

１
２
１
０
万
円

落
札
価
格

１
０
８
５
万
５
千
円

落
札
者

㈲
コ
ウ
セ
イ

■
（
街
路
）
野
々
市
中
央
公
園
西
線
整
備

事
業

街
路
舗
装
工
事
第
２
工
区

予
定
価
格

１
４
７
７
万
円

落
札
価
格

１
４
２
６
万
円

落
札
者

沢
田
工
業
㈱

■
Ｒ
７
‐
23
配
水
管
布
設
跡
舗
装
本
復
旧

工
事

そ
の
２

予
定
価
格

２
４
６
３
万
円

落
札
価
格

２
３
９
０
万
円

落
札
者

有
宏
建
設
㈱

市
教
育
委
員
会

▽
市
教
育
委
員
会
教
育
長

大
久
保

邦
彦
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
：
令
和
７
年
10
月
１
日
～
令
和
10

年
９
月
30
日
）

▽
市
教
育
委
員
会
委
員

安
嶋

是
晴
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
：
令
和
７
年
10
月
１
日
～
令
和
11

年
９
月
30
日
）

地域コミュニティ活動備品の購入

　三納町内会は、町内会行事に使用するテントや折りた
たみテーブル、モニターなどの地域コミュニティ活動備
品を購入しました。この事業は、宝くじの社会貢献事業
により行われています。

叙
位

正
六
位

故

橋
本

猛  
氏
（
堀
内
五
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
小
学
校
長

な
ど
を
歴
任
し
、

学
校
教
育
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
。

市
感
謝
状

▽
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

金
沢
支
社
様

金
員
80
万
９
千
円
を
寄
附
さ
れ
、
本

市
の
健
康
増
進
・
子
育
て
・
福
祉
・
保

健
環
境
へ
の
支
援
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
。

ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
ふ
る
さ
と
納
税

▽
市
外
の
方
か
ら

３
５
２
９
件

４
５
３
７
万
５
千
円

■
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

２
件

20
万
円

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
匿
名
の
方
か
ら

５
万
円
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　中央公民館のロビーを訪れると季節ごとの楽しい飾りが出迎えてくれま
す。正月、ひな祭り、こどもの日、七夕にハロウィーン、そして冬には高
さ５メートルの流木クリスマスツリーとイルミネーション。これらを手掛
けているのが私たち「にぎわい創出事業企画推進協議会」です。来館した
人から「毎回楽しみです！」と声をかけてもらうこともあり、メンバーの
大きな励みになっています。展示だけでなくクイズラリーを企画したり、
じょんから踊り流しへ参加したり、地域に繰り出す活動もしています。 現
在は10人ほどのメンバーで「できる時に、できる人が、できることを」をモッ
トーに和気あいあいと活動中。「面白そうだな」「ちょっとやってみたいな」
と思った人は、どうぞ気軽に仲間入りしてください。一緒に季節を感じな
がら、まちに笑顔を広げていきましょう。

市政ふれあいミーティング in太平寺カフェ

広報野々市　2025．11月号　26

広
告
欄

　中央公民館　☎ 248－0521にぎわい創出事業企画推進協議会

T opics
トピックス

市政ふれあいミーティングの開催
を希望する場合は、申し込みが必
要です。

あなたのまちでも
ミーティングを開きませんか？

詳細は市ホームページ
を見てください。　▶

　10月６日㈪、太平寺会館で「市政ふれあいミーティング in 太平寺カ
フェ」が開催されました。市政ふれあいミーティングとは、市長が町内会
の会合などを訪ね、まちづくりの現状や課題について説明し、市民の皆さ
んと意見交換を行う懇談会です。
　今回、太平寺町内会が「令和７年度水害対策および行政の進捗状況」に
ついて市からの説明を依頼したことにより開催されました。粟貴章市長が
市の水害対策について説明した後、市担当職員からハザードマップの使い
方や水害による避難の時の注意事項を紹介。39人の参加者は配布された
ハザードマップを見ながら真剣な様子で話を聞いていました。その後、参
加者から意見が挙がり充実した会になりました。
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Kagayaku
Hitomi

かがやく瞳

「Place to be」
～ひとりでがんばらなくっていいよ～
子育て支援センタープルチーノ

今月の
表紙

ใࣸਅΞルόϜ޿
ೋ࣍ݩίーυ

Dream

ぼくの
わたしの夢

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
り
た
い

神
部
壮
祐
さ
ん   

館
野
小
学
校
２
年
生

看
護
師
に
な
り
た
い

志
鷹
咲
希
さ
ん   

館
野
小
学
校
４
年
生

খֶੜͷເΛ
ื集͍ͯ͠·すʂ
ਃ͠ࠐΈ͸
二࣍ݩίーυ͔Β⾣

　子育て支援センタープルチーノはミドリ富陽こど
も園に併設しています。「プルチーノ」とはイタリア
語で「ひよこ」を意味しています。月齢の低い乳児を
中心とした、親子でほっとできる場所でありたいと
思っています。
　プルチーノには赤ちゃんの小さな手にも優しい木
のおもちゃがそろっています。積んだり、にぎった
り、鳴らしたり…木のぬくもりに触れながら過ごす時
間は、子どもの成長にとって大切なものになると考え
ています。こども園に併設したセンターならではの魅
力は、緑豊かな園庭やホールで遊べることです。四季
折々の自然を感じながら戸外でのびのびと体を動か
して遊んだり、在園児と関わりを持ったりする事で子
どもも保護者も安心して楽しく過ごすことができま

す。小さな「できた」の瞬間を保護者と一緒に喜び合え
る、そんな居場所を目指しています。
　プルチーノではさまざまなイベントを行っています。
例えば、お話を楽しむ日、講座、季節のフォトブース、
Café プルチーノ、木のおもちゃ屋さんを招いたワーク
ショップ。他にも生後 6か月以降から近視・遠視・斜
視などの目の異常を発見できる医療機器「スポットビ
ジョンスクリーナー」を用いた目の検査は、プルチー
ノならではのイベントです。これらの情報は広報野々
市、ホームページ、Instagramに掲載しています。特に
Instagramは毎朝更新しているのでぜひ見てください。
開放日、一部イベント以外は無料で利用できますので、
いつでも気軽に遊びに来てくださいね。

　今月の表紙は、シルバー人材センター
で働く会員さんの様子を組み合わせた１
枚です。自ら働きたいと行動し、信念を
持って仕事をする２人の姿に尊敬の念を
抱きました。インタビュー中の生き生き
とした表情も印象的でした。
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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
市民協働課（☎227－6056）

ӡಈͰਂ·Δ஍Ҭͷឺ
ୈ��ճ地区ӡಈձʢڷɺԡ໺地区ʣ
　地区の親睦を深め健康を増進し、町内会
の活性化を目指す地区運動会が 10月５日
㈰に開催されました。天候不良のため本
町地区、富奥地区は中止となりましたが、
郷地区で「ペタンク大会」、押野地区で「モ
ルック大会」がそれぞれ実施されました。
ペタンクは１つの目標球に向かってボー
ルを投げ合い、どちらのチームがより近
づけるかを競うゲーム。モルックは木製
の棒を投げて数字が書かれたピンを倒し、
どちらが先に 50点ちょうどに達するかを
競うゲームです。両種目とも知恵と技術が
勝敗を決するため、老若男女問わず楽し
めます。ゲームを通じて交流を深め、ワ
ンプレーごとに歓声が湧いた会場にはた
くさんの笑顔が咲き誇っていました。

地区ʢペλンク大ձʣڷ

ԡ໺地区ʢϞルック大ձʣ

優　勝　二日市・長池
準優勝　�堀内新・三日

市・三日市新
第３位　稲荷

優　勝　丸木
準優勝　御経塚
第３位　押越

第３位　稲荷

໺ʑࢢӺ͔Β͕޿Δʹ͗Θい
えきまえΉ͢びーͱ202�ळ �
ᘈ
㆗㇇ㆄ㆘㇇ㆄ

ʑञ৔202�
　10月 11日㈯に IR 野々市駅周辺でグルメやス
テージを楽しむイベントが開催されました。
　午前中から鉄道模型や消防車、パトカー、白バ
イの展示、キッチンカーの出店などイベントが盛
りだくさん。交遊舎前の広場でのステージ発表は、
あいにくの天気のため急きょ交遊舎のホールで行
うことに。御経塚じょんがら保存会や押野児童館
のダンスサークルによる踊り、布水中学校吹奏楽
部の演奏など、地域で活動する団体がステージを
飾りました。夕方からは野々市北口プラザでこの
日限りの「猩々酒場」がオープン。日本酒「猩々」
だけでなく、季節限定酒「猩々秋あがり」や梅酒「梅
猩々」サワーなどさまざまな猩々を楽しむこと
ができました。日没後には金沢工業大学DK art
café プロジェクトの学生によるプロジェクショ
ンマッピングが行われ、多くの来場者でにぎわっ
ていました。

➊のっティ、IRいしかわ鉄道のマスコットキャラクター・あいまるくんも
登場。➋押野児童館「TACHINOスターガールズ」のダンスは元気いっぱい。
➌鉄道模型に釘付けに。IR野々市駅のミニチュアもありました。➍プロジェ
クションマッピングで映し出されたのは、御経塚保育園の園児が描いた花
の絵！➎猩々を求めて行列ができていました。❻梅猩々で乾杯！

１

５ ６
２ ４

３

------------------------------------------------------------------
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いͭ͜ىΔ͔෼͔Βͳい֐ࡂʹඋ͑ͯ
࿅܇૯߹๷災ࢢ
　９月28日㈰、市内全域で総合防災訓練を実施しまし
た。訓練は「森本・富樫断層を震源とするマグニチュー
ド7.2の地震（震度６強）が発生」という状況を想定。
市役所に災害対策本部が設置され情報の収集・共有・
対応の図上訓練を行ったほか、FM-N1のラジオ放送を
中断して安全行動を促す緊急割り込み放送など、さま
ざまな訓練が実施されました。拠点避難所の一つの野々
市小学校では、防災倉庫の点検、炊き出し、消火器体
験などが行われ、防災意識を高める機会となりました。「実際に災害が起きた時にもスムーズにできたら良い」と話す参加者。

ಈ͕৺Λ༳͞ͿΔޑ
�ಐϫン・Ξース・πΞー202ޑ
　佐渡を拠点に活動する太鼓芸能集団「鼓童」による
コンサートが９月 27日㈯に文化会館フォルテで行わ
れました。鼓童は 50 以上の国と地域で 7,500 回を
超える公演を行っており、野々市市では約 20年ぶり
の開催です。12人の奏者は和太鼓をメインに笛、踊
り、唄も交えながら全 15曲を披露。会場には大小さ
まざまな和太鼓の一糸乱れぬ力強い音が響き渡りまし
た。熱のこもった演奏に、観客は歓声と割れんばかり
の拍手を送り会場全体が感動に包まれていました。 和太鼓の迫力ある音と巧みな技が観客を魅了しました。

楽しく交流しながら手話や指文字を教わりました。

Λ߹Θͤͯίϛϡχέʔγϣϯإ
࠲ߨख࿩͚޲ຽࢢ
　９月23日（火・祝）、学びの杜ののいち��カレードで市民
向け手話講座が開催されました。聴覚障害者が誤解さ
れやすいこと、あると助かる配慮などを学んだ後、実際
にろう者の皆さんとコミュニケーションを取りながら手話
を学びました。参加者からは「手話は手の動きだけで
なく、表情が大切なことが分かった」「手話が分からな
くても、身ぶりや筆談などでコミュニケーションが取れ
ることが分かった」などの声が聞かれ、最後には手話で
別れのあいさつをする様子も見られました。

஍Ҭとͭͳ͕Δ　ֶͼ͕޿Δ
地ҬEFֶ΅う！ߦ う͜෋ެ��ʮγーάラスΞートʯ
　10月15日㈬、富奥防災コミュニティセンターでシー
グラスアート作りが行われ、富陽小学校の特別支援学
級児童 22人が参加しました。シーグラスとは海に流れ
ついた、自然に削られて丸みを帯びたガラス片です。子
どもたちはさまざまな色や形のシーグラスを手に取り、
木や魚、花などに見立てて作品を作りました。
　完成した作品は、子どもたちの発案により10月 26
日㈰開催の富陽小学校のバザーで販売され、収益は令
和６年能登半島地震の被災地へと寄付される予定です。 シーグラスを並べて作品のイメージを膨らませます。
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国際交流員イ ソミの

イいたいこと
　アメリカには11月から12月
にかけて「ホリデーシーズン」と
呼ばれる特別な期間があります。
11月は感謝祭で盛り上がり、本
格的な秋の始まりを感じます。10
月のハロウィーンに続いて街全体
がカボチャの飾りや秋らしい雑貨

でオレンジ色に染まります。ちなみに同じカボチャの
飾りでも、ハロウィーンではオレンジ色、黒色、紫色。
感謝祭ではオレンジ色と茶色が中心になります。
　12月にはさまざまな文化や宗教の祝日があります
が、やはり代表的な祝日と言えばクリスマスです。感
謝祭が終わるとすぐ街はクリスマスの雰囲気に包ま
れ、外のイルミネーションはもちろん店内も赤や緑の
装飾で華やかになります。どこに行ってもクリスマス
ソングが流れ、別れのあいさつも「Happy Holidays!」
つまり「よい祝日をお過ごしください」に代わります。

　ここで少し面白い論争があります。それは「クリス
マスソングをいつから聴くか」。決まりはありません
が、「11月から聴く派」と「感謝祭後の12月から聴
く派」に分かれています。私は12月派です。理由は
単純で、感謝祭とクリスマスの雰囲気はまったく違う
ので、11月にクリスマスソングを聴くことに強い違
和感があるからです。12月まで待つことが、クリス
マスを楽しみにする理由の一つになっています！

国際交流員イ・ソミによる交流イベント。日本に住む
外国人と一緒に海外の料理を作ってみましょう！
日時　12月 13日㈯　10:00～ 14:00
場所　にぎわいの里ののいち　カミーノ
定員　15人（先着順）

問い合わせ　��市民協働課　☎227-6029
�　　　　　　　　 詳細は二次元コード▶

「国際交流カフェ・料理交流会」開催！

vol.73 応募はこちら??

【応募方法】
応募フォーム（上記二次元コード）
または電子メール、はがきに①ク
イズの答え②住所、氏名、年齢、
電話番号③広報紙の感想を書いた
上、下記へ送付
締め切り　11月21日㈮（消印有効）
当選者へは電話連絡しますので、
賞品を受け取りに来てください。
感想は公開する場合があります。

【あて先】
〒 921-8510　野々市市三納 1-1
市民協働課広報広聴係
Mail:kyoudou@city.nonoichi.lg.jp

【先月号のクロスワードの答え：スリーアール】

1 2 3 4

5 6 7
D

C
8

9 10
A

11

12
B

13 14 15

16
E

17

18 19

タテとヨコのかぎをいれてA～ Eの文字を並べてね！

  2. 一度沸騰させた水を適温まで冷ましたもの
  5. 原子が電気を帯びた状態のこと。陽〇〇〇と陰〇〇〇

がある
  7. １から６までの数字が刻まれた六面体の道具
  9. アメリカにある 11 月から 12 月にかけてある特別な期

間のこと（ヒントは 30ページ）
11. 県庁所在地が「大津市」の県はどこ？
12. 地球の表面の一部または全部を記号・文字などを使っ

て一定の縮尺で平面上に表現したもの
13. 地球の表面で水に覆われていない所
16. 新年を祝うあいさつ状のこと
18. 今まで気付かなかったことが何かをきっかけにして分

かることを「目から〇〇〇が落ちる」と言います
19. 植物の葉や花を支える部分

３種のおかず入り
ご飯のお供セット

正解者の中から抽選で３人に、
新屋食品のご飯のお供セット
（惣菜３個入り）をプレゼント。
（一社）野々市市観光物産協会提供

  1. 東南アジアに位置する王国。首都はバンコク都
  2.「息子」を英語に訳すと？
  3. 車の前照灯の一種。正式名称は走行用前照灯
  4. ごみ拾いとジョギングを組み合わせた新しいフィット

ネス（ヒントは９ページ）
  6. 得意になって威張ること。思い上がり
  8. バターに似せて作った加工食品
  9. 食物の調理に使う刃物の総称
10. 師について、学問や技芸の教えを受ける人
14. 英語で書くと「September」。日本語に訳すと何？
15. 積極的に行おうとする心。「〇〇〇的に取り組む」
16.「誰も彼も」「何もかも」という意味のことわざ。「〇〇

も杓子（しゃくし）も」
17. 釣り針を一定の水深に保ち、魚の当たりを知るための

目印として用いる釣り具の一種
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す·͍ͯ͠ࡌܝ๬があͬͨ΋ͷΛرͷͨΊ本ਓ・͝Ո଒ͷޢਓ情報保ݸ

˞住ຽج本୆ாʹ͞ࡌهΕ͍ͯΔ਺ࣈͰすɻ

37�9�12 ʙ 37�10�14 ड෇෼

˙̕月末ࡏݱͷਓޱ（　）͸લ月ൺ
人　口 54,743 人　（＋ 79）
　男 27,559 人　（＋ 23）
　女 27,184 人　（＋ 56）
世帯数 26,126 世帯（＋ 74）

˙９月中ͷਓͷಈ͖
転　入 294人
転　出 214人
出　生� ��28 人
死　亡� ��29 人

ホームタウン野々市
月～金／ 6:00～6:30、11:15～12:00、
16:00～17:00

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch
テレビ広報 金沢ケーブル

ラジオ広報 えふえむ・エヌ・
ワンFM放送 76.3MHz

パソコン、スマートフォンのアプリでも
聴けます！
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11月生まれ

 募集中！

環境にやさしい植物油インク、読みや
すい「ユニバーサルデザインフォン
ト」を採用しています。

Facebook

LINE

Instagram

ホームページ

★抽選結果などについて、発行前の事前連絡はありません。
★�申し込みにあたり、ホームページ、カタログポケット、
マチイロへの掲載に同意したものとします。
★�コメントは絵文字を使わずに、（ハート）、（星）、（音符）、
（笑顔）というように代替表記してください。

次号は12月生まれです。
募集期間　11月13日㈭まで（応募多数は抽選）

◆必要事項
❶子どもの氏名・ふりがな ❷生年月日 ❸性別 ❹住所 ❺両親
の氏名・ふりがな ❻日中に連絡が取れる電話番号 ❼一言コメ
ント（子どもが話す立場で 15文字以内）❽子どもの写真
　市民協働課　☎ 227 － 6056

　　　　　　　　  kyoudou@city.nonoichi.lg.jp

発行月に１歳になる市内に住む
子どもの写真を募集しています。

申し込みは
二次元コードから　▶

今
日
も
ず
り
這
い
で

探
検
だ
☆

R6.11.12 生まれ

渋
しぶさわ

沢 葉
は く

玖 くん
（押越２）

父：拓夢さん　母：流佳さん

お
父
さ
ん

だ
い
す
き
♡

R6.11.13 生まれ

田
た が わ

川 大
だい

 くん
（御経塚１）

父：康浩さん　母：由紀さん

じ
い
じ
、
ば
あ
ば

大
好
き
☆

R6.11.29 生まれ

荒
あ ら き

木 天
た か と

斗 くん
（藤平田１）

父：城一郎さん　母：ありすさん

お
ふ
ろ

だ
〜
い
す
き
♡

R6.11.27 生まれ

向
むかいぐち

口 巽
た つ み

美 ちゃん
（中林３）

父：拓志さん　母：南美さん

ぱ
ぱ
ま
ま

だ
い
す
き
♡

R6.11.15 生まれ

岩
いわさき

崎 月
つ き

葵 ちゃん
（三納２）

父：文哉さん　母：愛理さん

お
姉
ち
ゃ
ん
と

遊
ぶ
の
大
好
き
♡

R6.11.7 生まれ

崎
さ き だ

田 陽
ひ な

菜 ちゃん
（粟田３）

父：秀明さん　母：紗耶香さん

い
た
ず
ら

だ
ー
い
す
き
♡

R6.11.3 生まれ

室
むろはた

端 柊
ひ な の

七乃 ちゃん
（三納３）

父：葵さん　母：侑里さん

パ
ン
だ
い
す
き
♡

R6.11.16 生まれ

宮
みやざき

崎 茉
ま し ろ

白 ちゃん
（郷２）

父：慎平さん　母：寿珠花さん

お
で
か
け

だ
い
す
き
♪

R6.11.22 生まれ

伊
い と う

藤 芙
ふ う

優 ちゃん
（新庄２）

父：尚之さん　母：璃音さん

お
ね
ー
ち
ゃ
ん

だ
ー
い
す
き
♡

R6.11.2 生まれ

坂
ばんどう

東 瑛
え あ

葵 ちゃん
（三納３）

父：大聖さん　母：実祐さん

わ
ん
こ
と
遊
ぶ
の

大
好
き
〜
♡

R6.11.13 生まれ

山
やましろ

城 優
ゆ い は

葉 ちゃん
（御経塚３）

父：優一郎さん　母：萌花さん




